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写
真
上
は
、
嘉
島
町
敬
老
会
の
恒

例
お
楽
し
み
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
に
沸

く
会
場
。健
康
も
笑
顔
も
し
っ
か
り
。

続
い
て
時
計
回
り
に
▽
救
急
措
置
な

ど
学
び
、
災
害
に
し
っ
か
り
備
え
る

北
甘
木
自
主
防
災
会
▽
イ
オ
ン
モ
ー

ル
熊
本
で
催
さ
れ
た「
台
湾
フ
ェ
ア
」

記
念
セ
レ
モ
ニ
ー
に
は
現
地
か
ら

〝
国
会
議
員
〞
ら
も
駆
け
つ
け
、
荒

木
町
長
た
ち
と
し
っ
か
り
手
を
取
り

合
っ
た
▽
県
民
体
育
祭
サ
ッ
カ
ー
競

技
を
制
し
た
嘉
島
サ
ッ
カ
ー
ク
ラ

ブ
。
上
益
城
郡
代
表
の
期
待
に
し
っ

か
り
応
え
、
初
優
勝
を
飾
っ
た
。

し
っ
か
り



【
可
決
、
認
定
さ
れ
た
主
な
議
案
】

○
町
家
庭
的
保
育
事
業
等
の
設
備

及
び
運
営
基
準
条
例
の
一
部
改
正

○
町
都
市
公
園
条
例
の
一
部
改
正

○
平
成
30
年
度
一
般
会
計
補
正
予

算
。
３
億
３
５
６
万
７
千
円
を
追

加
し
て
補
正
後
の
予
算
総
額
は
57

億
２
１
４
１
万
円
に

○
平
成
29
年
度
一
般
会
計
、
各
特

別
会
計
決
算

 　

嘉
島
町
議
会
は
９
月
３
〜
７

日
の
５
日
間
の
日
程
で
平
成
30
年

第
３
回
定
例
会
を
開
き
ま
し
た
。

総
額
57
億
２
１
４
１
万
円
に
増
額

す
る
30
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

案
な
ど
上
程
11
議
案
（
条
例
２
、

予
算
７
、
そ
の
他
２
）
を
い
ず
れ

　

こ
の
夏
は
猛
暑
が
続
き
ま
し
た
。

暦
の
上
で
は
立
秋
、
処
暑
が
過
ぎ
、

や
っ
と
朝
夕
に
は
秋
の
気
配
も
感

○
町
道
、
河
川
、
下
水
道　

８
月

末
ま
で
の
道
路
、
河
川
の
完
了
率

が
92
％
、
下
水
道
の
災
害
査
定
対

象
工
事
は
全
て
完
了
し
査
定
対
象

外
の
工
事
を
今
後
発
注
す
る
予
定

で
す
。

○
農
業
施
設
な
ど　

前
回
の
定
例

会
で
申
し
ま
し
た
よ
う
に
５
月
末

に
ほ
と
ん
ど
完
了
し
て
い
ま
す
が
、

一
部
の
工
事
が
終
わ
ら
な
い
た
め
、

水
稲
作
付
け
に
影
響
が
出
な
い
よ

う
に
、
い
っ
た
ん
工
事
を
中
断
し

て
水
稲
、
大
豆
の
収
穫
後
、
工
事

を
再
開
し
、
年
度
内
に
は
全
て
の

工
事
が
完
了
す
る
予
定
で
す
。

被
災
者
の
生
活
再
建
支
援

応
急
仮
設
住
宅
の
入
居
状
況
で

す
が
、
建
設
型
仮
設
住
宅
が
８
月

14
日
現
在
、
１
１
６
世
帯
の
２
６

７
人
、
み
な
し
仮
設
住
宅
は
７
月

末
日
現
在
、
53
世
帯
の
１
６
５
人

と
な
っ
て
い
ま
す
。

集
約
を
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
時
期
に
来
て
お
り
、
入
居
者
が

短
期
間
に
何
度
も
転
居
す
る
こ
と

を
避
け
る
た
め
、
災
害
公
営
住
宅

へ
の
入
居
時
期
が
適
当
と
考
え
ま

す
。た

だ
、
再
建
が
進
み
、
建
設
型

仮
設
住
宅
の
空
き
戸
数
が
さ
ら
に

増
え
て
集
約
で
き
る
と
判
断
し
た

場
合
は
、
入
居
者
の
理
解
を
得
な

が
ら
早
急
に
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

ま
た
昨
年
10
月
末
よ
り
総
合
相

談
窓
口
で
受
け
付
け
を
実
施
し
て

い
ま
す
、
住
ま
い
の
再
建
四
つ
の

支
援
策
に
つ
い
て
は
、
７
月
末
現

在
、

・
転
居
費
用
助
成
事
業
２
２
３
件

・ 

民
間
賃
貸
住
宅
入
居
支
援
助
成

事
業
11
件

・ 

住
ま
い
の
再
建
支
援
（
利
子
助

成
事
業
）
36
件

・ 

リ
バ
ー
ス
モ
ー
ゲ
ー
ジ
利
子
助

成
事
業
０
件

　

仮
設
住
宅
に
つ
き
ま
し
て
は
２

年
の
供
与
期
間
満
了
に
伴
う
延
長

申
請
の
受
け
付
け
を
実
施
し
、

・ 

み
な
し
仮
設　

65
世
帯
の
う
ち

40
世
帯

・ 

建
設
型
仮
設　

１
３
８
世
帯
の

う
ち
１
１
９
世
帯

右
記
の
通
り
延
長
が
決
定
し
、

な
お
２
件
が
審
査
中
で
あ
り
ま
す
。

今
後
も
引
き
続
き
生
活
再
建
支

援
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

災
害
公
営
住
宅

農
振
除
外
、
転
用
、
開
発
な
ど

の
許
可
が
下
り
、
８
月
か
ら
宅
地

造
成
を
始
め
ま
し
た
。

併
せ
て
８
月
１
カ
月
間
、
正
式

な
申
し
込
み
受
け
付
け
を
行
っ
た

結
果
、
申
込
件
数
は
54
件
で
し
た
。

こ
の
結
果
を
踏
ま
え
前
回
の
定
例

会
に
お
い
て
承
認
を
い
た
だ
い
た

「
災
害
公
営
住
宅
等
譲
渡
契
約
」

の
住
宅
建
設
に
関
す
る
変
更
契
約

を
、
今
後
の
定
例
会
に
お
い
て
お

諮
り
す
る
予
定
で
す
。

な
お
、
完
成
は
い
ず
れ
も
来
年

じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
は
い

え
、
ま
だ
ま
だ
残
暑
は
厳
し
く
、

夏
場
の
疲
れ
が
出
や
す
い
時
期
で

も
あ
り
ま
す
。
皆
さ
ま
、
体
調
管

理
な
ど
健
康
に
は
十
分
留
意
く
だ

さ
い
。

も
原
案
通
り
可
決
、
29
年
度
一
般

会
計
な
ど
の
決
算
７
件
を
認
定
し

ま
し
た
。

　

一
般
質
問
で
、
31
年
２
月
に
任

期
満
了
を
迎
え
る
次
期
町
長
選
へ

の
出
馬
に
つ
い
て
、
荒
木
町
長

は
「
震
災
被
災
者
の
生
活
再
建
を

支
援
し
、
さ
ら
に
住
み
や
す
く
安

全
・
安
心
な
町
づ
く
り
を
進
め
た

い
」
と
述
べ
、
９
選
を
め
ざ
し
て

立
候
補
す
る
意
向
を
明
ら
か
に
し

ま
し
た
。

　

30
年
度
一
般
会
計
は
３
億
３
５

６
万
７
千
円
の
追
加
補
正
。
主
な

補
正
は
、
認
定
こ
ど
も
園
へ
移
行

す
る
町
立
幼
稚
園
の
拡
張
に
伴
う

用
地
購
入
費
な
ど
８
１
２
５
万
８

千
円
、
町
道
滝
河
原
下
仲
間
線
道

路
改
良
事
業
（
歩
道
整
備
）
工
事

費
な
ど
１
７
７
０
万
円
、
役
場
庁

舎
の
隣
に
整
備
す
る
埋
蔵
文
化
財

の
収
蔵
・
管
理
施
設
の
設
計
委
託

料
８
１
０
万
円
、
そ
れ
に
町
学
校

給
食
セ
ン
タ
ー
を
新
築
す
る
基
本

構
想
業
務
委
託
料
３
２
０
万
円
な

ど
で
す
。

　

ま
た
、
荒
木
町
長
は
町
政
報
告

の
中
で
、
平
成
32
年
度
を
め
ど
に

認
定
こ
ど
も
園
と
保
育
園
を
各
１

園
ず
つ
整
備
し
、
待
機
児
童
を
解

消
す
る
方
針
を
表
明
し
ま
し
た
。

な
お
、
中
津
芳
春
、
森
田
義
雄
、

鍋
田
平
の
３
氏
の
一
般
質
問
（
詳

報
）
は
「
議
会
だ
よ
り
」
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

荒
木
町
長

　
　

   

町
政
報
告

災
害
復
旧
事
業
の
状
況

【
６
月
定
例
会
以
降
】

↑
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で
上
島
、
鯰
が
７
月
、
上
六
嘉
９

月
、
西
村
12
月
の
予
定
で
進
め
て

ま
い
り
ま
す
。

災
害
時
相
互
応
援
協
定

６
月
の
定
例
会
で
予
定
と
し
て

申
し
上
げ
ま
し
た
が
、
静
岡
県
清

水
町
と
の
災
害
時
相
互
応
援
協
定

を
６
月
28
日
に
締
結
し
ま
し
た
。

伊
万
里
市
、
菊
池
市
に
続
く
三
つ

目
の
自
治
体
と
の
協
定
と
な
り
ま

す
。西

日
本
豪
雨
災
害
へ
の
支
援

物
資
の
支
援
と
し
て
、
町
か
ら

は
熊
本
地
震
の
際
に
支
援
物
資
を

頂
い
た
愛
媛
県
大
洲
市
に
飲
料

水
・
ア
ル
フ
ァ
ー
米
を
、
町
社
会

福
祉
協
議
会
か
ら
は
多
額
の
義
援

金
を
頂
い
た
愛
媛
県
松
山
市
社
協

へ
、
一
輪
車
・
ス
コ
ッ
プ
・
バ
ケ

ツ
・
飲
料
水
を
送
り
、
人
的
支
援

に
つ
き
ま
し
て
は
、
愛
媛
県
宇
和

島
市
の
建
物
被
害
調
査
に
当
た
る

チ
ー
ム
熊
本
県
の
第
１
班
14
人
の

一
員
と
し
て
、
税
務
課
職
員
１
人

を
１
週
間
派
遣
し
ま
し
た
。

ま
た
、
募
金
口
座
の
開
設
や
募

金
箱
を
役
場
、
町
民
会
館
、
町
社

協
に
設
置
し
て
お
り
、
水
の
郷さ
と

ま

つ
り
の
会
場
で
は
中
学
生
に
協
力

し
て
も
ら
い
募
金
活
動
を
行
う
な

ど
、
被
災
さ
れ
た
方
々
へ
の
一
助

嘉
島
町
は
町
総
合
運
動
公
園
の

大
規
模
な
拡
張
整
備
に
乗
り
出
し

ま
す
。
６
年
前
に
野
球
場
が
完
成

し
て
以
来
、
町
民
の
健
康
増
進
の

拠
点
と
な
る
一
方
、
町
内
外
の
各

種
ス
ポ
ー
ツ
、
イ
ベ
ン
ト
会
場
と

し
て
引
き
合
い
が
絶
え
ま
せ
ん
。

こ
の
た
め
同
公
園
の
利
活
用
・
整

備
方
針
を
見
直
す
こ
と
に
な
っ
た

も
の
で
す
。

同
公
園
は
総
面
積
約
６
㌶
。
野

球
場
の
ほ
か
、
陸
上
競
技
や
サ
ッ

カ
ー
な
ど
の
多
目
的
競
技
場
や
テ

ニ
ス
コ
ー
ト
な
ど
完
備
。
２
年
前

の
熊
本
地
震
で
一
部
、
液
状
化
す

る
な
ど
被
災
し
ま
し
た
。
し
か
し
、

復
旧
工
事
を
終
え
、
昨
年
11
月
に

は
「
ジ
ョ
フ
ル
ス
ポ
ー
ツ
か
し
ま

２
０
１
７
」
も
初
開
催
さ
れ
る
な

ど
広
く
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

同
公
園
の
利
活
用
に
つ
い
て
は

引
き
合
い
が
相
次
い
で
い
る
現
状

に
加
え
、
県
都
・
熊
本
市
に
隣
接

し
て
い
る
こ
と
も
あ
っ
て
今
後
、

さ
ら
に
増
え
る
こ
と
が
見
込
ま
れ

ま
す
。
町
で
は
当
面
、
同
公
園
を

拡
張
。
計
画
で
は
町
道
を
挟
ん
で

東
側
に
用
地
約
６
㌶
の
確
保
を
見

込
ん
で
い
ま
す
。

県
内
で
は
来
年
、
ラ
グ
ビ
ー
の

世
界
Ｗ
杯
、
女
子
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル

の
世
界
選
手
権
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

町
民
の
ス
ポ
ー
ツ
へ
の
関
心
も
高

ま
る
と
み
ら
れ
、
町
社
会
教
育
課

で
は
「
町
民
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
の

拠
点
、
ひ
い
て
は
熊
本
県
を
代
表

す
る
施
設
と
も
な
れ
る
よ
う
な
基

盤
整
備
を
進
め
て
い
く
」
と
話
し

て
い
ま
す
。

と
し
て
町
民
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
浄

財
を
被
災
地
へ
届
け
る
予
定
で
す
。

消
防
操
法
大
会

７
月
28
日
に
上
益
城
郡
大
会
が

甲
佐
町
で
開
催
さ
れ
、
小
型
ポ
ン

プ
操
法
部
門
に
本
町
か
ら
２
チ
ー

ム
出
場
し
、
13
チ
ー
ム
中
、
第
１

分
団
第
１
部
（
井
寺
）
が
優
勝
、

第
４
分
団
第
３
部
（
下
仲
間
）
が

５
位
と
い
う
素
晴
ら
し
い
成
績
を

収
め
ま
し
た
。

優
勝
し
た
第
１
分
団
第
１
部
は

９
月
２
日
、
山
鹿
市
カ
ル
チ
ャ
ー

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ

た
県
大
会
に
出
場
し
26
チ
ー
ム
中

14
位
で
し
た
。

水
の
郷
ま
つ
り

８
月
４
日
（
土
曜
）
に
今
回
は

イ
オ
ン
モ
ー
ル
熊
本
ウ
エ
ス
ト
ス

ク
エ
ア
屋
上
駐
車
場
で
開
催
し
ま

し
た
。

町
の
イ
メ
ー
ジ
ソ
ン
グ
「
輝
く

ま
ち
で
」
の
お
披
露
目
を
は
じ
め

と
し
た
多
彩
な
ス
テ
ー
ジ
や
、
呼

び
物
の
約
３
千
発
の
花
火
が
嘉
島

の
夜
空
を
彩
り
、
来
場
さ
れ
た
人

た
ち
か
ら
盛
ん
な
拍
手
が
送
ら
れ

ま
し
た
。
な
お
、
来
場
者
数
は
約

１
万
人
に
上
っ
た
と
い
う
こ
と
で

す
。

上
益
城
郡
民
体
育
祭

山
都
町
を
主
会
場
と
し
て
７
月

７
、
８
日
お
よ
び
雨
の
影
響
で
一

部
の
競
技
は
14
、
15
日
に
順
延
と

な
り
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

水
泳
競
技
は
６
大
会
連
続
の
優

勝
、
空
手
道
と
サ
ッ
カ
ー
は
昨
年

に
引
き
続
い
て
の
優
勝
で
連
覇
を

果
た
し
、
９
月
に
県
内
各
地
で
開

催
さ
れ
る
「
第
73
回
熊
本
県
民
体

育
祭
特
別
大
会
」
へ
出
場
す
る
予

定
で
す
。

第
３
子
以
降
の
幼
保
無
償
化

多
子
世
帯
の
子
育
て
拡
充
と
し

て
、
こ
れ
ま
で
第
３
子
以
降
の
０

歳
児
か
ら
２
歳
児
ま
で
の
保
育
の

無
償
化
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
し

た
が
、
熊
本
県
の
要
項
が
施
行
さ

れ
た
こ
と
に
伴
い
、
町
で
も
要
項

の
改
正
を
実
施
し
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
所
得
要
件
は
あ

り
ま
す
が
、
認
可
保
育
所
お
よ
び

幼
稚
園
な
ど
の
多
子
世
帯
の
０
歳

児
か
ら
５
歳
児
ま
で
の
無
償
化
を

今
年
４
月
に
さ
か
の
ぼ
っ
て
実
施

し
て
ま
い
り
ま
す
。

【
町
政
報
告
…
4
面
に
続
く
】

町
総
合
運
動
公
園

大
規
模
に
拡
張
整
備
へ

↑

スポーツ振興スポーツ振興
嘉島の拠点に嘉島の拠点に
県屈指の施設めざす県屈指の施設めざす
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待
機
児
童
の
解
消

現
在
、
本
町
は
子
育
て
世
代
の

転
入
が
増
加
し
て
お
り
、
今
年
３

月
末
で
57
人
の
待
機
児
童
が
い
る

中
、
７
月
に
は
小
規
模
保
育
園
が

開
園
し
ま
し
た
が
、
ま
だ
ま
だ
待

機
児
童
の
解
消
に
は
至
っ
て
お
ら

ず
、
待
機
児
童
解
消
は
喫
緊
の
課

題
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
た
め
、
町
で
は
国
が
示
す

「
32
年
度
ま
で
待
機
児
童
０（
ゼ
ロ
）」

を
目
指
す
た
め
、
公
募
に
よ
る
民
間

運
営
で
、
現
在
の
町
立
幼
稚
園
を

拡
張
し
て
幼
稚
園
と
保
育
園
を
連

携
し
た
認
定
こ
ど
も
園
（
幼
稚
園

80
人
、
保
育
園
80
人
の
規
模
）
と
、

さ
ら
に
浮
島
公
園
に
１
２
０
人
規

模
の
保
育
園
を
１
園
―
計
２
園
を

計
画
し
て
お
り
、
待
機
児
童
解
消

と
子
育
て
し
や
す
い
環
境
づ
く
り

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

食
育

今
年
度
、
嘉
島
健
康
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。

「
食
か
ら
楽
し
く
お
い
し
く
健

康
に
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
健
康
寿
命

を
延
ば
す
た
め
の
試
み
を
実
施
し

て
ま
い
り
ま
す
。

ま
ず
今
年
７
月
に
は
、
味
覚
に

つ
い
て
の
知
識
を
深
め
る
目
的
で

「
味
覚
の
授
業
説
明
会
」
を
開
催

し
、
８
月
に
は
「
住
民
健
診
時
に

お
い
し
い
健
康
フ
ェ
ア
」
を
実
施

し
ま
し
た
。

ま
た
、
９
月
は
町
敬
老
会
で

「
健
康
で
長
生
き
す
る
た
め
の
生

活
習
慣
」
に
つ
い
て
の
講
演
を
実

施
し
、
10
月
は
小
学
４
年
生
を
対

象
に
、
味
覚
を
体
感
し
食
べ
る
楽

し
さ
を
学
ぶ
授
業
、
11
月
に
は

子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
、
味
覚

を
楽
し
め
る
イ
ベ
ン
ト
を
イ
オ
ン

モ
ー
ル
で
開
催
す
る
予
定
で
す
。

町
民
の
健
康
づ
く
り
の
き
っ
か

け
づ
く
り
を
目
指
す
取
り
組
み
で

す
。
生
活
習
慣
の
改
善
に
つ
な
げ

る
こ
と
で
病
気
の
重
症
化
を
防
ぎ
、

健
康
寿
命
が
延
び
れ
ば
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

総
合
運
動
公
園
の
拡
張

現
在
の
運
動
公
園
の
東
側
へ
約

６
㌶
拡
張
す
る
計
画
で
用
地
交
渉

に
入
る
予
定
で
す
。

芝
原
土
地
区
画
整
理
事
業

下
水
道
工
事
を
発
注
し
、
引
き

続
き
区
画
道
路
の
工
事
発
注
を

行
っ
て
い
く
予
定
で
す
。

ま
た
、
ケ
ー
ズ
デ
ン
キ
の
起
工

式
が
８
月
21
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

東
部
台
地
土
地
区
画
整
理
事
業

当
地
区
下
水
道
の
幹
線
と
な
る

嘉
島
１
・
２
号
汚
水
幹
線
の
管
渠き
ょ

築
造
工
事
を
施
工
中
で
す
。

ま
た
簡
易
水
道
事
業
に
関
し
て

は
、
平
成
33
年
度
の
供
用
開
始
に

向
け
て
配
水
管
敷
設
設
計
業
務
委

託
を
発
注
し
、
今
後
は
配
水
池
の

立
ち
入
り
を
制
限
す
る
た
め
の

フ
ェ
ン
ス
設
置
工
事
を
発
注
す
る

予
定
で
す
。

企
業
誘
致
に
つ
い
て

下
仲
間
・
上
仲
間
地
区
計
画
区

域
に
関
し
ま
し
て
、
新
聞
で
も
報

道
が
あ
り
ま
し
た
が
７
月
９
日

に
熊
本
交
通
運
輸
が
倉
庫
の
建

設
（
敷
地
面
積
約
１
万
４
５
０
０

平
方
㍍
、
第
１
期
工
事
予
定
投
資

額
約
５
億
円
）、
新
興
運
送
が
本

社
機
能
の
移
転
お
よ
び
物
流
倉
庫

の
建
設
（
敷
地
面
積
約
９
５
０
０

平
方
㍍
、
予
定
総
事
業
費
約
６
億

円
）
で
両
社
と
の
立
地
協
定
の
調

印
を
行
い
ま
し
た
。

本
町
に
お
け
る
産
業
の
振
興
と

雇
用
の
創
出
に
寄
与
し
、
さ
ら
な

る
発
展
に
弾
み
が
つ
く
も
の
と
期

待
し
て
い
ま
す
。

◇
嘉
島
町
子
ど
も
・
子
育
て
会
議

（
会
長
・
髙
野
隆
町
教
育
長
）
９

月
３
日
、
町
役
場
で
開
か
れ
、
平

成
32
年
４
月
の
開
園
が
見
込
ま
れ

る
町
内
初
の
認
定
こ
ど
も
園
と
新

設
保
育
園
の
利
用
定
員
が
了
承
さ

れ
ま
し
た
。

町
は
待
機
児
童
を
解
消
す
る
た

め
、
０
〜
５
歳
児
を
受
け
入
れ
る

両
園
の
施
設
整
備
・
保
育
運
営
に

当
た
る
事
業
者
を
公
募
し
て
選
定

し
ま
す
。
町
が
設
定
し
、
同
会
議

で
了
承
さ
れ
た
利
用
定
員
は
、
町

立
幼
稚
園
を
拡
張
し
て
整
備
す
る

認
定
こ
ど
も
園
が
１
６
０
人
、
ま

た
浮
島
公
園
に
計
画
さ
れ
る
保
育

園
は
１
２
０
人
で
す
。

荒
木
町
長
は
「
子
育
て
し
や
す

い
地
域
環
境
を
整
え
て
い
く
」
と

改
め
て
待
機
児
童
解
消
に
取
り
組

む
考
え
を
強
調
し
ま
し
た
。

◇
第
３
回
町
民
講
座　

８
月
30
日
、

町
民
会
館
で
開
か
れ
ま
し
た
。
町

教
委
が
町
内
外
か
ら
講
師
を
招
い

て
開
催
。
今
回
は
「
み
ん
な
で
楽

し
く
認
知
症
予
防
」
を
テ
ー
マ
に

約
70
人
が
参
加
。
益
城
病
院
（
益

城
町
）
の
精
神
保
健
福
祉
士
の
田

中
美
奈
さ
ん
、
作
業
療
法
士
の
前

田
真
有
美
さ
ん
と
共
に
認
知
機
能

に
関
わ
る
手
軽
な
運
動
を
交
え
、

認
知
症
の
予
防
に
つ
い
て
考
え
ま

し
た
。

次
回
10
月
26
日
の
テ
ー
マ
は

「
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
オ
ー
キ
ン
グ

で
健
康
づ
く
り
」
の
予
定
で
す
。

【
町
政
報
告
…
3
面
か
ら
続
く
】

嘉島町の基準地価上昇
熊本県は９月18日、今年７月１日現在の

県内基準地価を発表しました。それにより
ますと、林地を除く全467調査地点の平均
変動率は昨年に比べてプラス0.3％となり、
23年ぶりに上昇。震災からの復旧・復興ぶ
りを反映する結果となりました。
基準地価の平均変動率が全用途で上昇し

たのは熊本市の全５区に加え、嘉島町や益
城町、大津町、菊陽町、西原村、宇土市、
合志市の７市町村。
用途別に見てみますと、嘉島町は住宅

地がプラス1.8％で、トップの大津町4.5％、
益城町3.5％、熊本市中央区2.4％に続く４
番目の伸び。また商業地も嘉島町はプラス
1.4％と、熊本市中央区11.1％、益城町3.1％、
熊本市東区2.4％に次ぐ上昇となっています。
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第
73
回
県
民
体
育
祭
特
別
大
会

サ
ッ
カ
ー
競
技
（
６
人
制
）
が
９

月
15
、
16
の
両
日
、
大
津
町
運
動

公
園
で
行
わ
れ
、
上
益
城
郡
代
表

の
嘉
島
Ｓ
Ｃ
（
嘉
島
町
）
が
見
事
、

初
優
勝
を
飾
り
ま
し
た
。

７
月
の
上
益
城
郡
民
体
育
祭
で

昨
年
に
続
く
連
覇
を
達
成
し
た
嘉

島
Ｓ
Ｃ
は
初
戦
で
人
吉
市
を
５
対

２
、
続
く
２
回
戦
・
天
草
市
も
５

対
１
で
撃
破
。
準
決
勝
は
４
対
４

嘉
島
町
の
イ
オ
ン
モ
ー
ル
熊
本

は
今
夏
、
震
災
か
ら
完
全
復
旧
し

た
の
を
記
念
し
て
実
施
し
た
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
の
売
上
の
一
部
を
町
に

還
元
。
９
月
14
日
、
町
へ
の
贈
呈

式
が
行
わ
れ
ま
し
た
＝
写
真
。

「
お
客
さ
ま
に
寄
り
添
う
」
を

標
ぼ
う
す
る
同
モ
ー
ル
が
７
月
、

新
た
に
「
ウ
エ
ス
ト
ス
ク
エ
ア
」

を
増
床
し
て
全
館
オ
ー
プ
ン
。
併

せ
て
展
開
さ
れ
た
「
熊
本
を
元
気

に
！　

レ
シ
ー
ト
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
」
に
伴
う
も
の
で
す
。
２
期
に

分
け
た
期
間
中
、
顧
客
か
ら
寄
せ

ら
れ
た
購
入
商
品
の
レ
シ
ー
ト
総

額
７
９
８
６
万
円
の
１
％
分
を
町

に
還
元
す
る
試
み
。

贈
呈
式
で
、
同
モ
ー
ル
の
河
野

学
ゼ
ネ
ラ
ル
マ
ネ
ジ
ャ
ー
か
ら
目

録
を
受
け
取
っ
た
荒
木
町
長
が

「
イ
オ
ン
モ
ー
ル
熊
本
は
嘉
島
町

の
活
性
化
に
と
っ
て
な
く
て
は
な

ら
な
い
。
今
回
頂
い
た
〝
元
気
〞

を
町
内
の
児
童
・
生
徒
た
ち
に
届

け
ま
す
」
と
お
礼
の
言
葉
。
町
内

の
小
中
学
校
か
ら
要
望
が
あ
っ
た

図
書
や
音
響
機
器
、
暖
房
器
具
な

ど
が
贈
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

夏
休
み
が
明
け
、
２
学
期
を
迎

え
た
嘉
島
東
小
、
西
小
の
２
〜
６

年
生
５
０
０
人
余
り
一
人
ひ
と
り

に
防
犯
ブ
ザ
ー
が
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ

れ
ま
し
た
。

全
国
で
子
ど
も
た
ち
を
巻
き
込

む
事
件
・
事
故
が
後
を
絶
た
な
い

こ
と
か
ら
、
中
島
石
油
（
鯰
）
の

中
島
憲
行
代
表
（
71
）
が
「
町
内

の
小
学
生
の
安
全
確
保
に
役
立
て

て
」
と
社
会
貢
献
活
動
の
一
環
で

贈
っ
た
も
の
で
す
。

東
小
で
は
８
月
30
日
、
始
業
式

に
合
わ
せ
て
贈
呈
式
＝
写
真
＝
が

行
わ
れ
、
中
島
代
表
が
児
童
代
表

に
防
犯
ブ
ザ
ー
を
手
渡
し
ま
し
た
。

今
春
、
入
学
祝
で
配
布
さ
れ
た
ば

か
り
の
１
年
生
の
中
で
、
な
く
し

た
り
、
故
障
で
使
え
な
か
っ
た
り

し
た
子
に
も
「
安
全
第
一
で
追
加

プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
」
と
中
島
代

表
は
話
し
て
い
ま
し
た
。

の
ド
ロ
ー
と
な
っ
た
熊
本
市
を
Ｐ

Ｋ
戦
で
下
す
快
進
撃
の
勢
い
の
ま

ま
、
決
勝
で
は
第
70
回
大
会
の
覇

者
・
宇
城
市
を
延
長
戦
の
末
３
対

２
で
振
り
切
り
、
初
の
栄
冠
に
輝

き
ま
し
た
。

監
督
の
岡
浩
志
さ
ん
は
「
準
決

勝
、
決
勝
と
個
人
の
力
は
相
手
の

方
が
上
だ
っ
た
が
、
チ
ー
ム
ワ
ー

ク
と
運
動
量
の
差
で
相
手
を
上

回
っ
て
い
た
の
が
勝
因
だ
っ
た
」

と
振
り
返
っ
て
い
ま
し
た
。

県
民
体
育
祭
は
例
年
、
各
郡
市

の
持
ち
回
り
で
開
催
。
今
年
は
上

益
城
郡
の
予
定
で
し
た
が
、
震
災

の
た
め
県
内
全
域
で
分
散
開
催
す

る
「
熊
本
復
興　

ス
ポ
ー
ツ
で
輝

く
未
来
の
創
造
」
と
銘
打
っ
た
特

別
大
会
と
な
り
ま
し
た
。

嘉
島
町
の
イ
オ
ン
モ
ー
ル
熊
本

で
８
月
25
日
、
開
催
中
の
「
台
湾

フ
ェ
ア
」
記
念
セ
レ
モ
ニ
ー
が
開

か
れ
ま
し
た
。

日
本
の
国
会
に
当
た
る
立
法
院

な
ど
か
ら
駆
け
つ
け
た
台
湾
の
メ

ン
バ
ー
ら
を
荒
木
町
長
、
蒲
島
郁

夫
知
事
ら
が
歓
迎
。
伝
統
的
な
獅

子
舞
や
弦
楽
器
・
二
胡
の
演
奏
が

旅
情
を
醸
し
出
し
、
イ
オ
ン
熊
本

店
の
特
設
会
場
に
は
菓
子
類
や
乾

麺
な
ど
の
台
湾
名
物
が
ズ
ラ
リ
と

並
ん
で
い
ま
し
た
。

熊
本
地
震
に
先
立
つ
２
０
１
６

年
２
月
の
台
湾
南
部
地
震
に
際
し
、

日
本
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
支
援
に
応

え
よ
う
と
い
う
台
湾
側
の
要
請
を

受
け
、
イ
オ
ン
九
州
が
熊
本
店
は

じ
め
管
内
34
店
舗
で
現
地
の
特
産

品
な
ど
取
り
そ
ろ
え
た
フ
ェ
ア
を

開
催
し
ま
し
た
。

台
湾
の
物
産
一
堂
に

嘉
島
町
で
「
フ
ェ
ア
」

嘉
島
の
小
学
生
に

防
犯
ブ
ザ
ー
贈
る

中
島
石
油
代
表

イ
オ
ン
モ
ー
ル
熊
本

売
上
の
一
部

嘉
島
に
贈
る

嘉島SC
初優勝初優勝飾る飾る

県
民
体
育
祭
サ
ッ
カ
ー

県
民
体
育
祭
サ
ッ
カ
ー

強
豪
破
り
快
進
撃

強
豪
破
り
快
進
撃
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お
め
で
と
う　

め
で
た
く
百
歳

笠　

文
子
さ
ん

（
大
正
８
年
３
月
23
日
生
ま
れ
）

料
理
や
草
取
り
に
精
を
出
し
て
き

た
。
感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
、
今

も
洗
濯
物
畳
み
な
ど
お
手
伝
い
。

立
石
ト
シ
エ
さ
ん

（
大
正
7
年
12
月
20
日
生
ま
れ
）

の
ん
き
に
過
ご
す
の
が
一
番
。
気
さ
く
に
冗
談
を

飛
ば
す
ム
ー
ド
メ
ー
カ
ー
で
、
絵
を
描
く
趣
味
も
。

中川ツヤコさん
（大正８年３月 28 日生まれ）
長生きのコツは腹いっぱい食べて運動す
ること。それに晩酌のコップ１杯のビー
ルも？ 

石坂ハツヱさん
（大正 7年 9月 22 日生まれ）
奥ゆかしく「ありがとう」と口にされる。農
業の傍らの息抜きはカラオケだったという。

本田ミツコさん
（大正８年３月 30 日生まれ）
「笑って」のリクエストに「笑えば（入れ歯が）飛
び出す」と相好を崩す。踊り好きとか。

田
上　

要
さ
ん

（
大
正
7
年
9
月
6
日
生
ま
れ
）

農業一筋に歩み、広く人望を集めてきた。厳格にして
温厚な人柄が今も慕われている。
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中
村　

榮
子
さ
ん

（
大
正
８
年
３
月
18
日
生
ま
れ
）

最
近
「
耳
が
遠
く
な
っ
た
」
と
ニ
ッ
コ
リ
。
新
聞
を
隅
か
ら
隅
ま
で

読
み
、
日
記
を
書
く
の
が
日
課
だ
。

中
林
ヤ
ス
子
さ
ん

（
大
正
８
年
2
月
23
日
生
ま
れ
）

「
笑
顔
が
す
て
き
な
照
れ
屋
さ
ん
（
？
）」
―
通
っ
て

い
る
施
設
の
職
員
の
皆
さ
ん
が
口
を
そ
ろ
え
る
。

松
本
ス
ミ
エ
さ
ん

（
大
正
８
年
3
月
20
日
生
ま
れ
）

長
生
き
で
き
た
の
は
「
百
姓
を
し
て
い
た
か
ら
」
と

笑
う
。
着
物
の
仕
立
て
や
子
守
を
懐
か
し
が
る
。

坂﨑　海江さん
（大正 7年 9月 17 日生まれ）
朝昼晩３食きっちりと。家族は偏食を心配したというが、好物
の卵料理に焼酎も少々。

大
貝
キ
ミ
エ
さ
ん

（
大
正
7
年
8
月
10
日
生
ま
れ
）

朗らかで周りへの心配りを欠かさない。一口食べ
ておいしいと、すぐ皆に配ってしまう。

百歳表彰　ご長寿たたえる

幾久しく幾久しく
健やかに健やかに

嘉島町「百歳ご長寿巡回表彰」が９
月 11 日、行われ、荒木町長が今回の
対象者一人ひとりを訪ね、総理大臣か
らの表彰状、銀杯と共に、町からの表
彰状と記念品を手渡しました。
平成 30 年度に百歳を迎えるのは大

正７年４月～翌８年３月生まれの皆さ
ん 11 人。それぞれの住まいを訪ねた
荒木町長は「百年に及ぶ生涯こそが尊
い一大事業」とたたえ、「幾久しく健
やかにお過ごしください」とお祝いの
言葉を贈りました。
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藤掛　敏信さん（78）
　　チヱ子さん（77）

永瀨　素生さん（78）
　　　朝子さん（75）

井王　敏靖さん（80）
　　　艶子さん（74）

大森　茂治さん（85）
　　ユリ子さん（83）

山田　克己さん（82）
　　セイ子さん（74）

工藤　　惇さん（71）
　　　信子さん（69）

髙木　昭一さん（72）
　　　龍子さん（72）

福嶋　益人さん（78）
　　ハル子さん（74）

井上　紀久さん（77）
　　　博子さん（78）

前田　清二さん（87）
　　多鶴子さん（81）

河原　國弘さん（74）
　　　愛子さん（74）

荒木　正富さん（78）
　　　綏子さん（76）

川上　國治さん（74）
　　　陽子さん（70）

河原　紀次さん（78）
　　　武子さん（77）

松永喜和男さん（77）
　　ヨシエさん（71）

下山　正二さん（70）
　　ひろみさん（73）

手と手携え　寄り添い歩む

金
婚　

お
め
で
と
う
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松本　万士さん（78）
　　　勝子さん（74）

前田　武夫さん（76）
　　キミ子さん（75）

岡　　牧生さん（71）
　　　安子さん（71）

石坂　　勇さん（76）
　　　孝子さん（75）

金婚夫婦
表彰

支
え

 
支
え
ら
れ

結婚50周年祝う

金
婚

お
め
で
と
う

結
婚
50
年

こ
れ
ま
で
に
伴
侶
を
亡
く
し
な
が
ら
、
こ
と
し
結
婚
50
周

年
を
迎
え
た
方
々
を
嘉
島
町
が
表
彰
す
る
式
典
が
９
月
７
日
、

町
役
場
で
開
か
れ
、
５
人
の
対
象
者
に
表
彰
状
と
記
念
品
が

贈
ら
れ
ま
し
た
。

荒
木
町
長
が
「
結
婚
50
年
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
こ

の
半
世
紀
、
長
く
も
短
く
も
あ
り
、
悲
し
み
や
寂
し
さ
を
否

め
な
か
っ
た
こ
と
も
ご
ざ
い
ま
し
ょ
う
。
そ
ん
な
風
雪
に
耐

え
抜
か
れ
た
皆
さ
ん
の
尊
い
人
生
を
た
た
え
、
こ
れ
か
ら
の

歩
み
が
温
か
く
、
喜
び
に
あ
ふ
れ
た
も
の
に
な
り
ま
す
よ
う

祈
念
申
し
上
げ
ま
す
」
と
ね
ぎ
ら
い
、
一
人
ひ
と
り
に
町
か

ら
の
表
彰
状
と
記
念
品
を
手
渡
し
ま
し
た
。

町
の
結
婚
50
周
年
表
彰
は
、
こ
と
し
で
29
回
目
。
被
表
彰

者
は
次
の
方
々
で
す
。

▽
西
弘
子
さ
ん
（
71
）
▽
栗
﨑
廉
子
さ
ん
（
76
）

▽
德
本
志
磨
子
さ
ん
（
71
）
▽
齊
藤
幸
子
さ
ん
（
75
）

▽
村
里
苓
子
さ
ん
（
76
）

こ
れ
に
先
立
ち
、
第
60
回
熊
日
金
婚
夫
婦
表
彰
の

伝
達
式
も
荒
木
町
長
の
立
ち
会
い
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

川
上
國
治
さ
ん
・
陽
子
さ
ん
、
岡
牧
生
さ
ん
・
安
子

さ
ん
の
両
ご
夫
婦
が
町
内
20
組
を
代
表
し
て
熊
日
か

ら
の
表
彰
状
と
記
念
品
を
受
け
取
り
ま
し
た
。

共に手と手を携え半世紀―嘉島町の金婚夫
婦表彰式が９月７日、町役場で開かれました。
式には昭和 43 年に成婚、ことし夫婦そろっ
て金婚式を迎えた町内20組の夫婦が招かれま
した。荒木町長が 50年前の世相や当時の町内
の様子を振り返り、「人生の尊い節目をめでた
く迎えられ、心よりお喜び申し上げます。町
が発展し続けているのは皆さんの得難いご経
験、努力に支えられてこそ。これからも夫婦
そろって健やかにお過ごしください」とお祝
いの言葉。
被表彰夫婦を代表して川上國治さんが「こ
としは明治維新 150 年。顧みますと、結婚し
た維新百年から瞬く間のように思え、誠に幸
せな年月に恵まれました」と謝辞。それぞれ
の夫婦に町と熊日から表彰状や記念品が贈ら
れました。

結婚 50 周年の表彰を受けた皆さん。荒木町長らと共に

熊日から
　　伝達

町
表彰
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嘉
島
町
の
北
甘
木
自
主
防
災
会

（
水
野
正
身
会
長
）
の
役
員
14
人

が
９
月
９
日
、
上
益
城
消
防
組
合

へ
出
向
き
、
救
急
処
置
な
ど
の
講

習
を
受
講
し
ま
し
た
。

　

事
故
や
災
害
へ
備
え
、
自
動
体

外
式
除
細
動
器
（
Ａ
Ｅ
Ｄ
）
を

使
っ
た
心
肺
蘇
生
法
は
じ
め
、
命

を
救
う
た
め
の
知
識
や
技
術
に
つ

い
て
学
び
ま
し
た
。
水
野
会
長
は

「
初
め
て
知
る
こ
と
も
あ
り
、
参

加
し
て
良
か
っ
た
と
い
う
声
が
多

か
っ
た
。
今
後
の
地
域
防
災
に
生

か
し
て
い
き
た
い
」
と
話
し
て
い

ま
し
た
。

　

嘉
島
町
の
敬
老
会
が
９
月
12
日
、

町
民
会
館
で
開
か
れ
、
健
康
講
話

や
恒
例
の
お
楽
し
み
ア
ト
ラ
ク

シ
ョ
ン
な
ど
で
長
寿
を
祝
い
ま
し

た
。

　

町
内
在
住
の
70
歳
以
上
の
皆
さ

ん
約
５
０
０
人
が
参
加
。
荒
木
町

長
が
高
齢
化
に
関
す
る
デ
ー
タ
を

紹
介
し
な
が
ら
「
町
の
発
展
、
家

族
の
幸
せ
に
尽
く
し
て
こ
ら
れ
た

皆
さ
ん
が
な
お
健
や
か
に
豊
か
に

長
生
き
で
き
る
よ
う
に
町
も
サ

ポ
ー
ト
し
て
ま
い
り
ま
す
」
と
長

寿
を
た
た
え
、
米
寿
を
迎
え
る
66

人
の
代
表
、
鍬
先
盛
雄
さ
ん
＝
上

六
嘉
＝
に
表
彰
状
と
記
念
品
を
贈

り
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
対
し
て
、
町
老
人
ク
ラ

ブ
連
合
会
の
藤
木
勝
也
副
会
長
が

「
何
不
自
由
な
く
暮
ら
せ
る
こ
と

に
感
謝
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
皆
そ

れ
ぞ
れ
健
康
に
留
意
、
町
の
発
展

を
見
て
い
く
こ
と
が
で
き
た
ら
」

と
お
礼
を
述
べ
ま
し
た
。

　

今
回
初
め
て
企
画
さ
れ
た
健
康

講
話
で
製
鉄
記
念
八
幡
病
院
（
北

九
州
市
）
の
土
橋
卓
也
病
院
長
が

「
長
生
き
の
た
め
の
生
活
習
慣
」

と
題
し
、
健
康
を
守
っ
て
い
く
自

己
管
理
法
を
ア
ド
バ
イ
ス
。
猿
回

し
＝
写
真
＝
と
歌
謡
シ
ョ
ー
の
ア

ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
に
は
会
場
が
歓
声

に
包
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

　

町
内
で
８
月
末
現
在
、
70
歳
以

上
は
１
８
９
４
人
、
こ
の
う
ち
２

１
０
人
が
90
歳
以
上
。
な
お
、
最

高
齢
は
１
０
５
歳
の
松
本
ス
エ
メ

さ
ん
（
高
田
）
で
す
。

　

嘉
島
町
食
生
活
改
善
推
進
員
協

議
会
は
１
日
当
た
り
必
要
と
さ
れ

る
野
菜
３
５
０
㌘
を
量
っ
て
も
ら

う
体
験
会
を
８
月
25
日
、
町
民
会

館
で
開
き
ま
し
た
。

　

住
民
健
診
に
併
せ
て
企
画
。
受

診
者
は
カ
ボ
チ
ャ
や
ピ
ー
マ
ン
な

ど
の
緑
黄
色
野
菜
と
キ
ャ
ベ
ツ
、

玉
ネ
ギ
な
ど
の
淡
色
野
菜
を
組
み

合
わ
せ
、
各
自
の
野
菜
摂
取
量
を

計
量
。「
こ
ん
な
に
は
食
べ
て
い

な
い
」「
だ
い
た
い
食
べ
て
い
る

と
思
う
」
な
ど
と
食
生
活
に
照
ら

し
合
わ
せ
な
が
ら
、
改
め
て
野
菜

３
５
０
㌘
が
量
的
に
は
ど
の
く
ら

い
か
確
か
め
て
い
ま
し
た
。

健
康
講
話
に
猿
回
し

町
敬
老
会
、
米
寿
66
人
表
彰
も

地
域
防
災

北
甘
木

野
菜
計
量

町
食
改

　滝河原区の体育祭が９月２日、嘉島西小な
どで行われ、区民約240人が参加しました。
　区民の健康増進と新規転入者との親睦を深
めるために毎年９月の第１日曜に開催。競技
は隣保組対抗のビーチボールバレーと個人競
技のグラウンドゴルフ、今回初のボッチャも
実施され、参加者は家族らの声援を受けなが
ら交流を図りました。
＝写真上は隣保組対抗のビーチボールバレー

区
体
育
祭

滝
河
原

米
寿
代
表
の
鍬
先
さ
ん
に
表
彰
状

を
贈
る
荒
木
町
長

住
民
健
診
に
併
せ
て
企
画
さ
れ
た

野
菜
の
計
量
ク
イ
ズ
に
チ
ャ
レ
ン

ジ
す
る
皆
さ
ん

健康講話を行った
土橋病院長
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ご
注
意
く
だ
さ
い

国
民
年
金
保
険
料
は
全
額

社
会
保
険
料
控
除
の
対
象
で
す

　

所
得
税
お
よ
び
住
民
税
の
申
告
の
際
、

社
会
保
険
料
控
除
の
対
象
と
な
る
の
は
、

平
成
30
年
１
月
か
ら
12
月
ま
で
に
納
め

ら
れ
た
国
民
年
金
保
険
料
の
全
額
で
す
。

過
去
の
年
度
分
や
追
納
さ
れ
た
保
険
料

も
含
ま
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
ご
自
身
の
保
険
料
だ
け
で
は
な

く
、
ご
家
族
（
配
偶
者
や
子
ど
も
な
ど
）

の
保
険
料
を
支
払
っ
た
場
合
、
そ
の
保
険

料
も
合
わ
せ
て
控
除
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

な
お
、
30
年
中
に
納
付
し
た
国
民
年
金

保
険
料
に
つ
い
て
、
年
末
調
整
や
確
定
申

告
の
と
き
に
、
社
会
保
険
料
控
除
を
受
け

る
に
は
、
領
収
証
書
や
証
明
書
な
ど
保
険

料
を
支
払
っ
た
こ
と
を
証
明
す
る
書
類
の

添
付
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
日
本
年
金
機
構
か
ら
11

月
上
旬
に
「
社
会
保
険
料
（
国
民
年
金

保
険
料
）
控
除
証
明
書
」
が
送
付
さ
れ

る
予
定
で
す
の
で
、
申
告
書
の
提
出
の

際
に
必
ず
こ
の
証
明
書
ま
た
は
領
収
証

書
を
添
付
し
て
く
だ
さ
い
（
９
月
下
旬

か
ら
10
月
上
旬
に
か
け
て
コ
ン
ビ
ニ
エ

ン
ス
ス
ト
ア
で
国
民
年
金
保
険
料
を
納

付
さ
れ
た
一
部
の
方
は
11
月
中
旬
ご
ろ

に
な
る
見
込
み
）。

　

30
年
10
月
１
日
か
ら
12
月
31
日
ま
で

の
間
に
納
付
さ
れ
た
国
民
年
金
保
険
料

は
、
そ
の
分
を
加
え
て
く
だ
さ
い
（
30

年
10
月
２
日
〜
12
月
31
日
の
間
に
、
今

年
初
め
て
国
民
年
金
保
険
料
を
納
め
ら

れ
た
方
へ
は
、
31
年
２
月
上
旬
に
送
付

さ
れ
る
見
込
み
）。

　
　

役
場
町
民
課
保
健
係

☎
２
３
７－
２
５
７
４

児
童
扶
養
手
当
制
度
に
つ
い
て

　

児
童
扶
養
手
当
と
は
、
ひ
と
り
親
家

庭
や
、
父
母
が
い
な
い
た
め
父
母
以
外

の
方
が
児
童
を
養
育
す
る
場
合
な
ど
に
、

児
童
を
養
育
す
る
家
庭
の
生
活
の
安
定

と
自
立
を
助
け
、
児
童
の
福
祉
の
増
進

を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
支
給
さ
れ

る
手
当
で
す
。
手
当
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
る
人
は
、
次
の
①
〜
⑨
の
い
ず
れ

か
の
要
件
に
該
当
す
る
18
歳
に
達
す

る
日
以
後
の
最
初
の
３
月
31
日
ま
で
の

間
、
児
童
を
扶
養
し
て
い
る
母
子
家
庭

の
母
、
父
子
家
庭
の
父
、
母
ま
た
は
父

に
代
わ
っ
て
そ
の
児
童
を
養
育
し
て
い

る
方
に
支
給
さ
れ
ま
す
。
な
お
、
児
童

に
一
定
以
上
の
障
害
が
あ
る
場
合
は
20

歳
未
満
ま
で
手
当
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

①　

 

父
母
の
離
婚
後
、
父
ま
た
は
母
と

生
計
を
同
じ
く
し
て
い
な
い
児
童

②　

 

父
ま
た
は
母
が
死
亡
し
た
児
童（
遺

族
年
金
を
受
給
で
き
な
い
場
合
）

③　

 

父
ま
た
は
母
に
重
度
の
障
害
（
国

民
年
金
の
障
害
等
級
１
級
程
度
）

が
あ
る
児
童

④　

 

父
ま
た
は
母
の
生
死
が
明
ら
か
で

な
い
児
童

⑤　

 

父
ま
た
は
母
か
ら
引
き
続
き
１
年

以
上
遺
棄
さ
れ
て
い
る
児
童

⑥　

 

父
ま
た
は
母
が
裁
判
所
か
ら
の
Ｄ

Ｖ
保
護
命
令
を
受
け
た
児
童

⑦　

 

父
ま
た
は
母
が
法
令
に
よ
り
引
き

続
き
１
年
以
上
拘
禁
さ
れ
て
い
る

児
童

⑧　

 

母
が
婚
姻
に
よ
ら
な
い
で
（
未
婚

で
）
出
生
し
た
児
童

⑨　
 

そ
の
他
、
①
〜
⑧
に
該
当
す
る
か

明
ら
か
で
な
い
児
童

　

た
だ
し
、
受
給
者
お
よ
び
扶
養
義
務

者
や
配
偶
者
の
前
年
所
得
が
限
度
額
を

超
え
る
場
合
は
、
手
当
の
全
部
ま
た
は

一
部
が
支
給
停
止
と
な
り
ま
す
。

10 月 の納税等 11 月の納税等 夜 の 税 務 相 談
町県民税………………　③　期
国民健康保険税
後期高齢者医療保険料 }⑥　期介護保険料
保育所利用料………… 10月分
下水道使用料………… ９ 月分
納期限日（口座振替日）
　　10月31日（水）

国民健康保険税
後期高齢者医療保険料 }⑦　期介護保険料
保育所利用料………… 11月分
下水道使用料………… 10 月分
納期限日（口座振替日）
　　11月30日（金）

毎月第４水曜日
午後６時～８時

10月24日
11月28日

※ 取扱金融機関・・・上益城農協、肥後銀行、ゆうちょ銀行、熊本銀行、九州労働金庫、
　　　　　　　　 　　熊本第一信用金庫の各店舗。
※ 領収は、通帳によりご確認ください。“納税であなたが築く豊かな郷土”

町税務課員が対応します。
☎ 237－2639（直通）

◇ 

お
断
り　

問
い
合
わ
せ

先
は
各
項
の
末
尾
で
す
。

【
12
面
に
続
く
】
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ま
た
、
児
童
ま
た
は
受
給
者
が
公
的

年
金
（
※
）
を
受
給
す
る
場
合
で
あ
っ

て
も
、
そ
の
年
金
の
合
算
額
が
所
得
に

よ
る
支
給
制
限
お
よ
び
受
給
開
始
後
５

年
経
過
に
よ
る
支
給
制
限
後
の
手
当
額

よ
り
低
い
場
合
に
は
、
そ
の
差
額
分
の

児
童
扶
養
手
当
を
受
給
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

※
遺
族
年
金
、
障
害
年
金
、
老
齢
年
金
、

労
災
年
金
、
遺
族
補
償
な
ど

　
　

役
場
町
民
課
福
祉
係　

☎
２
３
７－

２
５
７
６

嘉
島
町
集
団
健
診

11
月
20
〜
22
日
に
実
施

　

嘉
島
町
で
は
、
後
期
高
齢
者
健
診
を

11
月
20
日
（
火
）
〜
22
日
（
木
）
の
期

間
中
、
が
ん
検
診
を
含
む
健
康
診
断
と

あ
わ
せ
て
実
施
し
ま
す
。
今
回
の
健
診

で
は
先
日
実
施
し
ま
し
た
8
月
の
集
団

健
診
を
受
診
で
き
な
か
っ
た
方
も
受
診

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
今
回
、
後
期

高
齢
者
健
診
受
診
予
定
以
外
の
方
で
、

各
種
検
診
を
受
診
希
望
の
方
は
再
度
お

申
し
込
み
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

※
嘉
島
町
国
民
健
康
保
険
加
入
の
40
〜

74
歳
の
方
で
特
定
健
診
の
受
診
が
ま
だ

の
方
も
お
申
し
込
み
い
た
だ
け
ま
す
。

　

特
定
健
診
な
ど
各
種
検
診
を
希
望
の

方
は
上
記
の
予
定
表
を
ご
確
認
の
う
え
役

場
町
民
課
保
健
係
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
　

役
場
町
民
課
保
健
係

☎
２
３
７－
２
５
７
４

8
月
の
集
団
健
康
診
断
受
診
者

結
果
説
明
会

　

健
診
結
果
の
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

今
回
受
診
さ
れ
た
診
断
結
果
や
普
段
か

ら
気
に
な
る
健
康
問
題
な
ど
で
保
健
師

と
管
理
栄
養
士
が
個
別
に
相
談
を
お

受
け
し
ま
す
。
日
程

は
添
付
表
の
通
り
で

す
。
ど
な
た
で
も
お

気
軽
に
参
加
く
だ
さ

い
。
当
日
は
健
診
セ

ン
タ
ー
よ
り
送
付
さ

れ
た
「
健
康
診
断
結

果
」
を
ご
持
参
く
だ

さ
い
。

　

ま
た
、
職
場
健
診

や
か
し
ま
ド
ッ
ク
を

受
け
ら
れ
た
方
も
ご

参
加
い
た
だ
け
ま
す
。

※
お
願
い　

健
診
結

果
に
つ
い
て
の
相
談

お
よ
び
説
明
は
、
来

所
順
に
個
別
相
談
で

実
施
し
ま
す
。
多
少

待
ち
時
間
が
生
じ
る

と
予
想
さ
れ
ま
す
の

で
、
時
間
に
余
裕
を

持
っ
て
お
越
し
く
だ

さ
い
。

　
　

役
場
町
民
課
保
健
係

☎
２
３
７－

２
５
７
４↑

【
11
面
か
ら
続
く
】

【平成 30年度嘉島町集団健診の予定表】

※対象者の年齢は平成 31 年 3 月 31 日時点での到達年齢です。
☆８月の健診やかしまドックを受診されなかった方で今回 11 月の健診の受診希望の方は役場町民課保健係まで
再度ご連絡ください（既に後期高齢者健診を申し込みされている方を除く）。

検診項目 対象者 日程

後期高齢者健診 後期高齢者医療被保険者の方（主に満 75 歳以上の方） 11月20日（火）～
11月22日（木）の
午前中で町が指定
した日時となりま
す。
○既に嘉島町で後
期高齢者健診の申
し込みをされてい
る方には、11 月上
旬頃に日程を通知
し、問診票を送付
します。
○子宮がん検診・
乳がん検診無料
クーポン券が届い
ている方は、クー
ポン券をご持参く
ださい。
○無料肝炎ウイル
ス検診対象となら
れる方は、送付し
ている通知をご持
参ください。

特定健診

１）嘉島町国民健康保険に加入する 40 歳以上 74 歳以下の方

２）国保以外の健康保険に加入される被扶養者の方で、保険
者が発行した「特定健診受診券」をお持ちの方
（ただし、日赤熊本健康管理センターと契約がある場合のみ）

肺がん検診

40 歳以上の方※胃がん検診

大腸がん検診

超音波検診

子宮がん検診 20 歳以上の女性※

乳がん検診 40 歳以上の女性※

前立腺がん検診 50 歳以上の男性※

骨粗しょう症検診 満 40 歳・45 歳・50 歳・55 歳・60 歳・65 歳・70 歳の女性※

B型・C型
ウイルス検診

満 40 歳※の方で、これまでに肝炎ウィルス検診を受診したこ
とのない方

対象地区 日程 会場
東校区

10 月 23 日 火曜
9：30 ～ 11：30 嘉島町

保健センター
（町民会館内）西校区 13：30 ～ 15：30

広報かしま2018.10
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プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包
装
の

分
別
・
排
出
方
法

　

家
庭
か
ら
出
さ
れ
、
町
が
収
集
し
た

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包
装
は
、
引
取

先
で
あ
る
日
本
容
器
包
装
リ
サ
イ
ク
ル

協
会
に
よ
り
年
１
回
、
分
別
基
準
に
適

合
し
て
い
る
か
検
査
が
行
わ
れ
て
い
ま

す
。
汚
れ
た
物
や
異
物
な
ど
が
混
入
し

て
い
る
割
合
が
高
い
な
ど
の
理
由
に
よ

り
検
査
結
果
が
悪
か
っ
た
場
合
、
引
き

取
り
を
断
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

今
年
度
の
検
査
で
は
「
Ａ
ラ
ン
ク
」

の
評
価
を
頂
い
て
い
ま
す
が
、
今
後
も

リ
サ
イ
ク
ル
に
適
し
た
品
質
を
維
持
す

る
た
め
、
適
正
な
分
別
・
排
出
へ
の
ご

理
解
、
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

○
分
別
の
注
意
点

　

以
下
の
よ
う
な
物
は
、
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
製
容
器
包
装
リ
サ
イ
ク
ル
の
対
象
外

な
の
で
、「
燃
え
る
ご
み
」
で
出
し
て

く
だ
さ
い
。

・
商
品
そ
の
も
の

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
の
収
納
ケ
ー
ス
、
お

も
ち
ゃ
、
ス
プ
ー
ン
、
フ
ォ
ー
ク
、
ス

ト
ロ
ー
、
食
品
保
存
用
の
パ
ッ
ク
や
密

封
容
器
な
ど

・
商
品
で
は
な
い
物
の
容
器
包
装

ク
リ
ー
ニ
ン
グ
の
袋
や
ダ
イ
レ
ク
ト

メ
ー
ル
の
封
筒
な
ど

○
容
器
包
装
と
見
な
さ
れ
な
い
物

湿
布
薬
（
テ
ー
プ
剤
）
の
フ
ィ
ル
ム
、

荷
造
り
バ
ン
ド
な
ど

○
排
出
方
法
の
注
意
点

・
汚
れ
た
ま
ま
の
容
器
は
出
せ
ま
せ
ん

マ
ヨ
ネ
ー
ズ
や
ケ
チ
ャ
ッ
プ
の
容
器
、

カ
ッ
プ
麺
の
液
体
ス
ー
プ
の
小
袋
、
か

ら
し
の
チ
ュ
ー
ブ
容
器
な
ど
は
、
汚
れ

を
落
と
せ
な
い
場
合
は
「
燃
え
る
ご

み
」
で
出
し
て
く
だ
さ
い
。
中
身
を
水

で
す
す
い
だ
り
、
ふ
き
取
っ
た
り
し
て

き
れ
い
に
で
き
る
場
合
は
リ
サ
イ
ク
ル

可
能
で
す
。

・
二
重
袋
は
禁
止
で
す

二
重
袋
（
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包
装

を
入
れ
た
レ
ジ
袋
な
ど
の
小
さ
め
の
袋

を
収
集
袋
に
入
れ
る
こ
と
）
は
、
中
身

の
確
認
が
難
し
く
な
り
、
選
別
作
業
の

妨
げ
に
な
る
た
め
、
や
め
ま
し
ょ
う
。

検
査
の
際
に
、
袋
の
口
が
閉
じ
ら
れ
、

内
容
物
が
容
易
に
確
認
で
き
な
い
袋
が

多
く
混
入
し
て
い
た
場
合
、
検
査
結
果

に
悪
影
響
が
出
ま
す
。

　
　

役
場
都
市
計
画
課
環
境
係

☎
２
３
７－
２
５
９
７

一
定
面
積
以
上
の
土
地
取
引
に
は

届
け
出
が
必
要
で
す

　

一
定
面
積
以
上
の
土
地
を
売
買
な
ど

し
た
と
き
は
、
契
約
後
に
権
利
取
得
者

（
買
い
主
）
が
届
け
出
を
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

○
届
け
出
が
必
要
な
取
引　

売
買
、
交

換
、
売
買
予
約
、
譲
渡
担
保
、
代
物
弁

済
な
ど

○
届
け
出
が
必
要
な
土
地
の
面
積

◆
都
市
計
画
区
域
（
嘉
島
町
全
域
）

・
市
街
化
区
域　

２
千
平
方
㍍
以
上

・
市
街
化
区
域
以
外
の
区
域

　
　
　
　
　
　
　

５
千
平
方
㍍
以
上

○
届
け
出
期
限　

契
約
（
予
約
含
む
）

締
結
日
か
ら
２
週
間
以
内
（
締
結
日
含

む
）

○
届
け
出
窓
口　

土
地
の
所
在
す
る
市

区
町
村
の
国
土
利
用
計
画
法
担
当
課

　

10
月
は
土
地
月
間
で
す
。
土
地
基
本

法
は
土
地
に
つ
い
て
の
四
つ
の
基
本
理

念
を
定
め
て
い
ま
す
。
土
地
の
有
効
利

用
を
住
民
み
ん
な
で
考
え
ま
し
ょ
う
。

①
公
共
の
福
祉
が
優
先
し
ま
す

② 

計
画
に
従
っ
た
適
正
な
利
用
が
大
切

で
す

③
投
機
的
な
土
地
取
引
は
い
け
ま
せ
ん

④ 

利
益
に
応
じ
た
適
切
な
負
担
が
求
め

ら
れ
ま
す

　
　

役
場
企
画
情
報
課

☎
２
３
７－

２
６
４
１

　
　

県
企
画
振
興
部
地
域
・

　
　

文
化
振
興
局
地
域
振
興
課

☎
３
３
３－

２
１
８
１

ス
ト
ッ
プ
！
農
作
業
事
故

　

県
内
で
は
毎
年
十
数
人
の
尊
い
命
が

農
作
業
事
故
で
失
わ
れ
て
い
ま
す
。
特

に
65
歳
以
上
の
高
齢
者
に
よ
る
事
故
や
、

ト
ラ
ク
タ
ー
な
ど
の
農
業
機
械
に
よ
る

事
故
が
多
く
発
生
し
て
い
ま
す
。

農
作
業
事
故
防
止
の
ポ
イ
ン
ト

○ 

高
齢
者
の
方
が
農
作
業
を
行
う

際
は
、
特
に
注
意
す
る
と
と
も

に
、
余
裕
を
も
っ
た
作
業
を
心

掛
け
ま
し
ょ
う
。

○ 

安
全
フ
レ
ー
ム
の
あ
る
ト
ラ
ク

タ
ー
を
使
用
し
、
シ
ー
ト
ベ
ル

ト
を
着
用
し
ま
し
ょ
う
。

○ 

道
路
や
ほ
場
の
傾
斜
や
路
肩
な

ど
の
作
業
環
境
を
十
分
確
認
し
、

事
故
を
起
こ
し
に
く
い
環
境
づ

く
り
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

○ 

機
械
の
点
検
や
清
掃
は
、
必
ず

エ
ン
ジ
ン
を
止
め
て
か
ら
行
い

ま
し
ょ
う
。

　

 

農
作
業
に
は
多
く
の
危
険
が
潜

ん
で
い
ま
す
。
農
作
業
事
故
を

な
く
す
た
め
に
は
農
業
者
一
人

一
人
が
事
故
防
止
意
識
を
持
っ

て
行
動
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

ま
た
、
家
族
や
仲
間
か
ら
も

「
声
か
け
」
を
行
い
、
よ
り
一

層
の
事
故
防
止
意
識
を
持
っ
て

農
作
業
事
故
を
な
く
し
ま
し
ょ

う
。

　
　

県
農
業
技
術
課

☎
３
３
３－

２
３
８
０

ブ
ロ
ッ
ク
塀
な
ど
の
安
全
点
検
を

　

熊
本
地
震
や
大
阪
府
北
部
の
地
震
で

↑
【
14
面
に
続
く
】
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ブ
ロ
ッ
ク
塀
が
倒
壊
し
、
尊
い
命
が
失

わ
れ
ま
し
た
。
ご
自
宅
の
ブ
ロ
ッ
ク
塀

な
ど
の
安
全
点
検
を
行
い
、
地
震
時
に

倒
壊
や
落
下
を
し
な
い
よ
う
適
切
な
管

理
を
お
願
い
し
ま
す
。
塀
に
傾
き
や
ひ

び
割
れ
が
見
ら
れ
る
場
合
は
、
注
意
喚

起
の
張
り
紙
表
示
を
行
い
、
早
め
の
撤

去
や
造
り
替
え
な
ど
事
故
を
防
ぐ
対
策

を
行
い
ま
し
ょ
う
。

 

熊
本
県　

ブ
ロ
ッ
ク
塀　

点
検
の

チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト 　

 

検
索 

　
　

県
央
広
域
本
部
景
観
建
築
課

☎
２
７
３－

９
６
３
５

ご
存
じ
で
す
か

？

秋
季
全
国
火
災
予
防
運
動

○
全
国
統
一
防
火
標
語　
「
忘
れ
て
な

い
？
サ
イ
フ
に
ス
マ
ホ
に
火
の
確
認
」

○
期
間　

11
月
９
日（
金
）〜
15
日
（
木
）

○
住
宅
防
火
と
命
を
守
る
ポ
イ
ン
ト

・
寝
た
ば
こ
は
絶
対
や
め
る

・
ス
ト
ー
ブ
は
、
燃
え
や
す
い
も
の
か

ら
離
れ
た
位
置
で
使
用
す
る

・
ガ
ス
こ
ん
ろ
な
ど
の
そ
ば
を
離
れ

る
と
き
は
、
必
ず
火
を
消
す

・
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、
住
宅
用

火
災
警
報
器
を
設
置
す
る

・
寝
具
、
衣
類
お
よ
び
カ
ー
テ
ン
か
ら

の
火
災
を
防
ぐ
た
め
に
、
防
炎
品
を
使

用
す
る

・
火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す
た
め
、

住
宅
用
消
火
器
な
ど
を
設
置
す
る

・
お
年
寄
り
や
身
体
の
不
自
由
な
人

を
守
る
た
め
に
、
隣
近
所
の
協
力
体
制

を
つ
く
る

　

嘉
島
町
消
防
団
・
上
益
城
消
防
本
部

児
童
手
当
（
10
月
期
）
を

振
り
込
み
ま
し
た

　

平
成
30
年
６
月
〜
９
月
分
の
児
童
手

当
は
、
10
月
10
日
（
水
）
に
そ
れ
ぞ
れ

ご
希
望
の
金
融
機
関
口
座
に
振
り
込
み

ま
し
た
。

　

保
育
料
の
未
納
が
あ
る
方
な
ど
は
、

窓
口
払
い
と
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り

ま
す
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　
　

役
場
町
民
課
福
祉
係

☎
２
３
７－

２
５
７
６

10
月
１
日
は
浄
化
槽
の
日

維
持
管
理
を
適
正
に

　

浄
化
槽
は
、
家
庭
の
ト
イ
レ
や
台
所

な
ど
か
ら
排
出
さ
れ
る
生
活
排
水
を
、

微
生
物
の
働
き
を
利
用
し
て
き
れ
い
に

し
て
い
ま
す
。
浄
化
槽
の
機
能
を
適
正

に
保
っ
て
、
放
流
先
で
あ
る
河
川
な
ど

の
水
質
保
全
を
図
り
、
美
し
く
豊
か
な

自
然
を
守
っ
て
い
く
た
め
に
、
保
守
点

検
・
清
掃
・
法
定
検
査
が
大
切
で
す
。

○
保
守
点
検

　

嘉
島
町
を
営
業
区
域
と
し
て
県
に
登

録
さ
れ
て
い
る
浄
化
槽
保
守
点
検
業
者

に
依
頼
し
、
微
生
物
の
管
理
や
機
器
の

点
検
、
消
毒
剤
の
補
充
な
ど
を
定
期
的

に
行
い
ま
し
ょ
う
。
登
録
業
者
は
県
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
で
き
ま
す
。

○
清
掃

　

町
の
許
可
を
受
け
た
浄
化
槽
清
掃
業

者
に
依
頼
し
、
年
１
回
は
槽
内
に
た

ま
っ
た
汚
泥
の
抜
き
取
り
や
機
器
類
の

洗
浄
・
清
掃
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

※
町
の
浄
化
槽
清
掃
業
許
可
業
者

　

㈲
米
満
商
会

○
法
定
検
査

　

保
守
点
検
・
清
掃
が
適
正
に
実
施
さ

れ
、
放
流
水
が
法
令
で
定
め
ら
れ
た
水

質
基
準
を
満
た
し
て
い
る
か
を
判
定
す

る
検
査
で
す
。
年
１
回
、
県
の
指
定
検

査
機
関
で
あ
る
熊
本
県
浄
化
槽
協
会
の

検
査
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

　

年
１
回
の
検
査
を
受
け
る
こ
と
は
浄

化
槽
法
で
義
務
付
け
ら
れ
て
お
り
、
受

け
て
い
な
い
場
合
、
30
万
円
以
下
の
過

料
に
処
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
検
査
の
結
果
、
適
正
な
維
持

管
理
が
行
わ
れ
て
い
な
い
こ
と
が
判
明

し
た
場
合
は
、
改
善
を
行
う
よ
う
文
書

に
よ
る
指
導
・
助
言
や
勧
告
、
命
令
を

行
い
ま
す
。
当
該
命
令
に
違
反
し
た
場

合
、
６
カ
月
以
下
の
懲
役
ま
た
は
百
万

円
以
下
の
罰
金
に
処
さ
れ
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

　
　

役
場
都
市
計
画
課
環
境
係

☎
２
３
７－

２
５
９
７

秋
の
狂
犬
病
予
防
集
合
注
射

○
期
日　

11
月
14
日
（
水
）

○
場
所
・
時
間　

都
合
の
よ
い
場
所
で

受
け
さ
せ
て
く
だ
さ
い
。

〔
東
地
区
〕

　

文
化
セ
ン
タ
ー
（
西
村
）　　

　

９
時
〜
９
時
10
分

　

上
六
嘉
公
民
館
跡
地　
　
　
　

　

９
時
20
分
〜
９
時
30
分

　

北
甘
木
公
民
館
跡
地　
　
　
　

　

９
時
40
分
〜
９
時
50
分

　

井
寺
公
民
館　
　
　
　
　
　
　

　

10
時
〜
10
時
10
分

　

下
六
嘉
公
民
館
跡
地　
　
　
　

　

10
時
20
分
〜
10
時
30
分

　

三
郎
無
田
公
民
館　
　
　
　
　

　

10
時
40
分
〜
10
時
50
分

　

東
小
正
門
前　
　
　
　
　

　

11
時
〜
11
時
10
分

↑

【
13
面
か
ら
続
く
】

水質検査日程

11 月 ７ 日
11月 21日

詳細は嘉島町ホームページまたは
広報かしま８月号をご覧ください。

役場都市計画課環境係
☎２３７－２５９７（直通）
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※
法
令
に
よ
り
、
生
後
91
日
以
上
の
犬

の
飼
い
主
に
は
、
狂
犬
病
予
防
注
射
を

毎
年
４
月
１
日
〜
６
月
30
日
の
間
に
受

け
さ
せ
る
義
務
が
あ
り
ま
す
。
来
年
度

以
降
、
集
合
注
射
は
春
だ
け
の
実
施
と

な
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
秋
に
注
射
を
受

け
さ
せ
て
い
た
方
は
、
春
の
集
合
注
射

を
受
け
さ
せ
る
か
、
か
か
り
つ
け
の
動

物
病
院
で
受
け
さ
せ
て
く
だ
さ
い
。

　
　

役
場
都
市
計
画
課
環
境
係

☎
２
３
７－

２
５
９
７

年
末
調
整
説
明
会

　

給
与
支
払
い
者
を
対
象
に
、
次
の
日

程
で
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。
事
前
に

案
内
状
を
送
付
し
て
お
り
ま
す
が
、
案

内
状
が
な
い
方
で
も
入
場
で
き
ま
す
。

ま
た
指
定
さ
れ
た
日
時
以
外
で
も
入
場

で
き
ま
す
。
駐
車
場
台
数
が
著
し
く
限

ら
れ
て
い
る
た
め
、
公
共
交
通
機
関
で

の
来
場
を
お
願
い
し
ま
す
。

○
日
時　

11
月
19
日（
月
）、
20
日（
火
）

　

10
時
〜
正
午
ま
た
は
14
時
〜
16
時

○
対
象
者　

・ 

19
日
と
20
日
の
午
前
は
熊
本
西
税

務
署
管
内
の
方

・ 

20
日
午
後
は
熊
本
東
税
務
署
管
内

の
方

○
会
場　

熊
本
県
立
劇
場

　
　
（
熊
本
市
中
央
区
２－

７－

１
）

　
　

熊
本
東
税
務
署
法
人
課
税
１
部
門

☎
３
６
９－

５
５
６
６

　
　
　
　
　
　
　

 

（
内
線
３
３
３
１
）

　
　

※
ガ
イ
ダ
ン
ス
で
「
２
」
を
選
択

ご
利
用
く
だ
さ
い

労
使
紛
争
の
解
決
に
「
あ
っ
せ
ん
」

　

県
労
働
委
員
会
は
、
解
雇
や
労
働
条

件
の
変
更
な
ど
、
労
働
者
と
事
業
主

と
の
間
に
起
き
た
ト
ラ
ブ
ル
に
つ
い

て
、
自
主
解
決
が
難
し
い
場
合
に
、
話

し
合
い
に
よ
る
解
決
を
お
手
伝
い
す
る

「
あ
っ
せ
ん
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。
手

続
き
は
簡
単
で
、
秘
密
は
厳
守
さ
れ
、

費
用
は
掛
か
り
ま
せ
ん
。
正
規
社
員
お

よ
び
非
正
規
社
員
の
方
は
も
ち
ろ
ん
、

事
業
主
の
方
も
利
用
で
き
る
制
度
で
す
。

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
　

県
労
働
委
員
会
事
務
局

☎
３
３
３－

２
７
５
３

「
働
き
方
」
変
わ
り
ま
す
！

　

平
成
31
年
４
月
１
日
か
ら
働
き
方
改

革
関
連
法
が
順
次
施
行
さ
れ
ま
す
。

・
時
間
外
労
働
の
上
限
規
則
が
導
入

さ
れ
ま
す
。

・
年
次
有
給
休
暇
の
確
実
な
取
得
が

必
要
で
す
。

・
正
規
雇
用
労
働
者
と
非
正
規
雇
用

労
働
者
の
間
の
不
合
理
な
待
遇
差
が
禁

止
さ
れ
ま
す
。

　
　

熊
本
労
働
局
雇
用
環
境
・
均
等
室

☎
３
５
２－

３
８
６
５

相
続
登
記
は
お
済
み
で
す
か
？

　

相
続
登
記
が
放
置
さ
れ
る
と
…
。

①　
「
争
続
」
問
題
に
な
る
恐
れ

②　

 

相
続
人
の
調
査
に
時
間
が
掛
か
り
、

手
続
き
費
用
が
高
額
に

③　

 

不
動
産
の
処
分
（
売
買
）
な
ど
が

す
ぐ
に
で
き
な
い

④　

公
的
買
収
や
災
害
復
興
の
妨
げ
に

　

次
世
代
の
子
ど
も
た
ち
に
争
い
ご
と

を
残
さ
な
い
た
め
に
未
来
に
つ
な
ぐ
相

続
登
記
を
し
ま
せ
ん
か
？

　

ま
た
、
平
成
29
年
５
月
29
日
か
ら
、

各
種
相
続
手
続
き
が
簡
単
に
な
る
「
法

定
相
続
情
報
証
明
制
度
」
が
始
ま
り
ま

し
た
。
お
亡
く
な
り
に
な
ら
れ
た
方
の

戸
除
籍
謄
本
な
ど
の
束
と
相
続
関
係
を

一
覧
に
表
し
た
図
を
、
法
務
局
に
出
し

て
い
た
だ
け
れ
ば
、
登
記
官
が
そ
の
一

覧
図
に
認
証
文
を
付
し
た
写
し
を
無
料

で
交
付
し
、
そ
の
写
し
を
利
用
す
る
こ

と
で
、
金
融
機
関
な
ど
各
種
窓
口
に
戸

除
籍
謄
本
な
ど
の
束
を
何
度
も
出
し
直

す
必
要
が
な
く
な
り
ま
す
。
平
成
30
年

４
月
１
日
か
ら
は
、
こ
の
写
し
を
税
務

署
に
提
出
す
る
相
続
税
申
告
の
添
付
書

類
と
し
て
も
利
用
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
詳
し
い
手
続
き
は
、「
熊
本

地
方
法
務
局
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
」
で
ご
覧

い
た
だ
け
ま
す
。

　
　

熊
本
地
方
法
務
局
総
務
課

☎
３
６
４－

２
１
４
６

〔
西
地
区
〕

　

上
島
公
民
館　
　
　
　
　
　
　

　

13
時
30
分
〜
13
時
40
分

　

鯰
公
民
館　
　
　
　
　
　
　
　

　

13
時
50
分
〜
14
時

　

上
仲
間
公
民
館　
　
　
　
　
　

　

14
時
10
分
〜
14
時
20
分

　

下
仲
間
公
民
館　
　
　
　
　
　

　

14
時
30
分
〜
14
時
40
分

　

犬
渕
公
民
館　
　
　
　
　
　
　

　

14
時
50
分
〜
15
時

　

高
田
公
民
館
跡
地　
　
　
　
　

　

15
時
10
分
〜
15
時
20
分

　

西
小
西
側
消
防
倉
庫
横

　

15
時
30
分
〜
15
時
40
分

○
注
射
料
金　

３
０
７
０
円
（
済
票
交

付
手
数
料
５
０
０
円
を
含
む
）

　

今
年
度
に
予
防
注
射
を
受
け
て
い
な

い
犬
の
飼
い
主
の
方
に
対
し
、
10
月
下

旬
に
通
知
を
送
付
予
定
で
す
。
通
知
対

象
の
犬
を
既
に
飼
っ
て
い
な
い
場
合
や

登
録
情
報
に
変
更
が
あ
る
場
合
は
、
役

場
都
市
計
画
課
環
境
係
ま
で
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

↑
【
16
面
に
続
く
】
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行
っ
て
み
ま
せ
ん
か

六
嘉
獅
子
舞
奉
納

　

嘉
島
町
の
秋
空
に
舞
う
六
嘉
獅
子
舞

（
県
重
要
無
形
民
俗
文
化
財
）
は
、
１

３
０
０
年
以
上
前
に
創
建
さ
れ
た
六
嘉

神
社
の
秋
季
例
大
祭
に
毎
年
奉
納
さ

れ
ま
す
。
五
穀
豊
穣
（
ほ
う
じ
ょ
う
）、

地
震
の
復
興
を
祈
念
し
、
20
㍍
の
柱
か

ら
ボ
タ
ン
の
花
を
投
げ
る
と
境
内
の
参

拝
者
ら
か
ら
歓
声
が
上
が
り
ま
す
。
お

楽
し
み
く
だ
さ
い
。

○
六
嘉
神
社
例
大
祭

　

10
月
17
日
（
水
）
11
時
〜

○
獅
子
舞
奉
納

　

10
月
20
日
（
土
）
16
時
ご
ろ
〜

嘉
島
西
小
バ
ザ
ー
開
催

　

地
域
の
皆
さ
ん
の
ご
来
場
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

○
期
日　

11
月
18
日
（
日
）

○
会
場　

嘉
島
西
小

▽
催
し
＝
か
し
ま
太
鼓
、
オ
ル
ガ
ン
演

奏
、
ゲ
ー
ム
、
お
手
玉
・
け
ん
玉
大
会
、

パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー　

９
時
半
〜

▽
食
バ
ザ
ー　

11
時
〜

▽
物
品
販
売　

12
時
半
〜
14
時

※
当
日
券
は
な
く
な
り
次
第
終
了
。
準

備
の
都
合
上
、
多
少
時
間
が
前
後
す
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

嘉
島
西
小
バ
ザ
ー
委
員
会

　
（
委
員
長
・
髙
木
）

　

☎
０
８
０－

６
４
３
８－

５
４
４
０

ち
ょ
う
ど
い
い
田
舎
の

ち
ょ
っ
と
い
い
物
産
展

○
日
時　

 

10
月
20
日（
土
）、
21
日（
日
）

10
時
〜
17
時

○
場
所　

 

グ
ラ
ン
メ
ッ
セ
熊
本

　
　
　
　
（
益
城
町
）

　

上
益
城
の
農
産
物
や
特
産
品
な
ど
を

集
め
た
物
産
展
を
「
Ｋ
Ａ
Ｂ
元
気
フ
ェ

ス
タ
」
と
同
時
開
催
し
ま
す
。
農
産
物

な
ど
の
販
売
を
行
う
ほ
か
、
御
船
町
観

光
協
会
に
よ
る
「
恐
竜
つ
り
ぼ
り
」
も

実
施
し
ま
す
。
ま
た
、
観
光
ア
ン
ケ
ー

ト
回
答
者
に
は
漏
れ
な
く
オ
リ
ジ
ナ
ル

グ
ッ
ズ
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。
ぜ
ひ
、

ご
来
場
く
だ
さ
い
。

上
益
城
地
域
観
光
推
進
協
議
会
事
務
局

   

（
上
益
城
地
域
振
興
局
総
務
振
興
課
）

☎
２
８
２－

３
０
４
４

ラ
ジ
オ
体
操
＆
ウ
オ
ー
キ
ン
グ

　

嘉
島
町
総
合
型
地
域
ク
ラ
ブ
は
町
民

の
皆
さ
ん
の
健
康
増
進
と
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、

月
１
回
（
原
則
と
し
て
第
１
日
曜
）、

熊
本
弁
で
解
説
す
る
約
５
分
間
の
ラ
ジ

オ
体
操
と
30
分
程
度
の
ウ
オ
ー
キ
ン
グ

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

参
加
費
な
ど
は
不
要
で
す
。
お
気
軽

に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

○
日
時　

　

11
月
４
日
（
日
）
午
前
８
時

○
場
所

・
ラ
ジ
オ
体
操　

中
学
校
運
動
場

・
ウ
オ
ー
キ
ン
グ　

同
校
周
辺

　
　

嘉
島
町
総
合
型
地
域
ク
ラ
ブ

　
　

事
務
局
（
町
教
育
委
員
会
内
）

☎
２
３
７－

０
０
５
８

東
部
幼
光
保
育
園
で
園
庭
開
放

○
日
時

　

10
月
18
日
（
木
）
10
時
〜
11
時
半

○
場
所　

東
部
幼
光
保
育
園　

　

参
加
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
前
日
ま

で
に
保
育
園
へ
予
約
し
、
当
日
は
必
ず

保
護
者
同
伴
で
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

　

万
が
一
事
故
な
ど
が
発
生
し
た
場
合
、

す
べ
て
保
護
者
の
責
任
と
な
り
ま
す
の

で
、
十
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　

園
庭
開
放
だ
け
で
な
く
、
個
別
の
園

見
学
も
随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　
　

東
部
幼
光
保
育
園

☎
３
６
０－
６
１
０
３

そ
の
他
子
育
て
に
関
す
る
こ
と
は

　
　

役
場
町
民
課
福
祉
係

☎
２
３
７－

２
５
７
６

松
橋
東
支
援
学
校
で
公
開
授
業

　

地
域
の
方
々
に
本
校
の
教
育
や
子
ど

も
た
ち
の
こ
と
を
知
っ
て
い
た
だ
く
た

め
公
開
授
業
を
行
い
ま
す
。

　

多
く
の
皆
さ
ま
の
ご
参
観
を
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
。

○
期
日　

11
月
５
日（
月
）〜
９
日（
金
）

○
時
間

・
小
学
部　

９
時
45
分
〜
10
時
30
分

・
中
学
部　

９
時
45
分
〜
10
時
35
分

・
幼
稚
部　

９
時
45
分
〜
10
時
30
分

○
会
場

　
　

熊
本
県
立
松
橋
東
支
援
学
校

　
　

☎
０
９
６
４－

３
２－

１
７
２
６

県
庁
プ
ロ
ム
ナ
ー
ド
で

犬
猫
の
譲
渡
会

　

県
で
は
、
11
月
11
日
（
日
）
に
県
庁

プ
ロ
ム
ナ
ー
ド
に
て
、
今
回
で
３
回
目

と
な
る
犬
猫
の
譲
渡
会
を
開
催
し
ま
す
。

県
内
動
物
愛
護
団
体
と
の
合
同
開
催
。

個
性
豊
か
な
動
物
た
ち
と
一
緒
に
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
各
保
健
所
に
お
い
て
も
譲
渡

会
な
ど
を
随
時
開
催
し
て
い
ま
す
の
で
、

詳
し
く
は
各
保
健
所
ま
で
。

↑

【
15
面
か
ら
続
く
】

熊
本

発
売
中
!!

広報かしま2018.10

16



正
広
報
パ
ネ
ル
展
示
▽
性
格
検
査
▽

全
国
の
刑
務
所
作
業
製
品
販
売
▽
バ

ザ
ー
▽
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

　
　

熊
本
刑
務
所　

処
遇
部
企
画
部
門

☎
３
６
４－

３
１
６
５

募
っ
て
い
ま
す

平
成
31
年
度

嘉
島
町
立
嘉
島
幼
稚
園
児

○
応
募
資
格

　

嘉
島
町
に
居
住
し
て
お
り
平
成
25
年

４
月
２
日
か
ら
28
年
４
月
１
日
ま
で
に

生
ま
れ
た
幼
児

○
募
集
園
児
お
よ
び
定
員

・
３
歳
児
（
平
成
27
年
４
月
２
日
〜

　

28
年
４
月
１
日
生
）
35
人

・
４
歳
児
（
平
成
26
年
４
月
２
日
〜

　

27
年
４
月
１
日
生
）
35
人

・
５
歳
児
（
平
成
25
年
４
月
２
日
〜

　

26
年
４
月
１
日
生
）
35
人

※
現
在
３
・
４
歳
児
学
級
の
園
児
が
平

成
31
年
度
も
引
き
続
き
入
園
を
希
望
す

る
場
合
は
優
先
さ
れ
ま
す
。

○
入
園
申
請

・
受
付
期
間　

12
月
３
日
（
月
）

　
　
　
　
　
　

〜
28
日
（
金
）

・
提
出
先　

町
学
校
教
育
課
（
町
民
会

館
内
）
ま
た
は
嘉
島
幼
稚
園

・
提
出
物　

入
園
申
請
書
（
必
要
事
項

を
記
入
、
押
印
し
た
も
の
）

※
入
園
申
請
書
は
町
学
校
教
育
課
と
嘉

島
幼
稚
園
に
準
備
し
て
あ
り
ま
す
。

○
選
考

　

入
園
希
望
者
が
定
員
を
超
え
る
と
き

は
抽
選
に
よ
り
決
定
す
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。
結
果
は
後
日
通
知
し
ま
す
。

○
そ
の
他

・
保
育
時
間

　

３
歳
児　

９
時
〜
14
時
40
分

　

４
歳
児　

９
時
〜
14
時
50
分

　

５
歳
児　

９
時
〜
15
時

　
（
時
間
外
保
育
は
あ
り
ま
せ
ん
）

・
通
園
方
法

　

保
護
者
な
ど
に
よ
る
送
迎

（
ス
ク
ー
ル
バ
ス
な
ど
は
あ
り
ま
せ
ん
）

〈
幼
稚
園
説
明
会
〉

・
10
月
25
日
（
木
）
15
時
半
〜

・
内
容　

入
園
希
望
の
保
護
者
に
幼
稚

園
の
概
要
を
説
明
し
ま
す
。

　
　

町
学
校
教
育
課

☎
２
３
７－

０
９
３
７

　
　

嘉
島
幼
稚
園

☎
２
３
７－

５
２
１
０

み
そ
作
り
に
挑
戦
し
ま
せ
ん
か

　

嘉
島
町
の
大
豆
を
使
い
、
こ
う
じ
作

り
か
ら
始
め
、み
そ
作
り
に
挑
戦
し
ま
す
。

①
こ
う
じ
作
り

○
日
時　

10
月
22
日
（
月
）

　
　
　
　

14
時
〜
15
時

○
場
所　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
（
託

児
な
し
）

②
み
そ
作
り

　
　

県
健
康
危
機
管
理
課　

☎
３
３
３－

２
２
４
８

　
　

御
船
保
健
所

☎
２
８
６－

０
０
１
６

熊
本
県
就
職
フ
ェ
ア

○
日
時　

11
月
20
日
（
火
）

　
　
　
　

13
時
〜
16
時

○
場
所　

ホ
テ
ル
日
航
熊
本
５
階

○
対
象　

就
職
・
転
職
を
考
え
て
い
る

方
。
年
齢
・
経
験
な
ど
は
問
い
ま
せ
ん

（
参
加
費
無
料
・
履
歴
書
不
要
・
服
装

自
由
）。

○
内
容　

就
職
マ
ッ
チ
ン
グ
フ
ェ
ア
で

は
、
熊
本
を
代
表
す
る
企
業
約
20
社
に

集
ま
っ
て
い
た
だ
き
、
事
業
や
仕
事
の

内
容
を
説
明
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
書

類
選
考
な
し
で
、
企
業
の
担
当
者
と
面

談
で
き
る
貴
重
な
機
会
で
す
。

　
　

熊
本
県　

あ
て
る
プ
ラ
ス

☎
３
１
２－

４
６
１
０

熊
本
矯
正
展

○
日
時

　

11
月
10
日
（
土
）
９
時
〜
16
時

　

11
月
11
日
（
日
）
９
時
〜
15
時

○
場
所　

熊
本
刑
務
所
構
内

   （
熊
本
市
中
央
区
渡
鹿
７－

12－

１
）

○
入
場
料　

無
料

○ 

主
な
内
容　

▽
刑
務
所
内
見
学
▽
矯

↑

【
18
面
に
続
く
】

　

嘉
島
町
は
、
町
内
事
業
所
の
求
人

情
報
を
提
供
す
る
「
雇
用
・
就
業
マ
ッ

チ
ン
グ
支
援
事
業
」
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　

地
方
創
生
に
お
け
る
取
り
組
み
の

一
環
で
、
新
た
な
雇
用
確
保
に
よ
る

地
域
経
済
の
活
性
化
が
目
的
で
す
。

○
９
月
の
新
た
な
求
人
情
報

・
エ
ー
ス
産
業
㈱（
井
寺
２
５
０－

２

　

☎
２
３
５
‐
６
７
６
７
）

　

正
社
員
を
募
集

　

詳
し
く
は
嘉
島
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（htpp://w
w
w
.tow

n.kashim
a.

kum
am
oto.jp

）
を
ご
覧
い
た
だ
く

か
、
事
業
所
へ
直
接
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

※
右
記
以
外
の
現
在
募
集
中
の
求
人

情
報
も
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し

て
い
ま
す
。

※
求
人
情
報
の
掲
載
を
ご
希
望
の
事

業
所
は
事
前
申
し
込
み
が
必
要
で

す
。

　
　

役
場
企
画
情
報
課

　
　
　
　
　

☎
２
３
７－

２
６
４
１

嘉
島
町
内
の
求
人
情
報

雇 

用

　
　
　

マ
ッ
チ
ン
グ

就 

業
〜
自
分
の
町
で
働
き
ま
せ
ん
か
〜

広報かしま 2018.10

17



○
日
時　

10
月
25
日
（
木
）

　
　
　
　

10
時
〜
11
時
30
分

○
場
所　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
（
託

児
あ
り
）

○
参
加
費
２
０
０
円
（
②
の
み
そ
作
り

の
み
）

○
定
員　

15
人
程
度（
託
児
10
人
程
度
）

※
み
そ
作
り
は
無
料
託
児
が
あ
り
ま
す
。

（
要
申
し
込
み
）

○
申
し
込
み　

10
月
10
日
（
水
）
よ
り

受
け
付
け
。
あ
い
あ
い
へ
来
所
か
、
電

話
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

嘉
島
町
子
育
て
ひ
ろ
ば　

あ
い
あ
い

　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
内

☎
２
３
７－

５
５
５
９

２
０
１
９
女
子
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル

世
界
選
手
権
大
会
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　

熊
本
県
で
来
年
、
開
催
さ
れ
る
「
２

０
１
９
女
子
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
世
界
選
手

権
大
会
」
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
運
営
・
語

学
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

一
緒
に
世
界
大
会
を
盛
り
上
げ
ま
し
ょ

う
。

○
募
集
締
め
切
り　

11
月
20
日
（
火
）

○
活
動
期
間　

平
成
31
年 

11
月
末
〜

12
月
15
日
ご
ろ

○
活
動
内
容　

会
場
運
営
、
案
内
、
語

学
で
の
観
客
対
応
な
ど

詳
し
く
は
、 

２
０
１
９
女
子
ハ
ン
ド

ボ
ー
ル 　
 

検
索 

熊
本
国
際
ス
ポ
ー
ツ
大
会
推
進
事
務
局

☎
３
３
３－

２
５
５
８

55
歳
か
ら
の
お
仕
事
支
援
講
習

受
講
者

　

熊
本
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
連

合
会
で
は
55
歳
以
上
の
求
職
者
を
対
象

に
講
習
を
行
い
ま
す
。

※
受
講
料
は
無
料
で
す
が
、
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
の
求
職
登
録
が
必
要
で
す
。

《
流
通
・
小
売
業
ス
タ
ッ
フ
》

○
講
習
期
間　

　

11
月
７
日
（
水
）、
８
日
（
木
）

○
定
員　

15
人

○
実
施
場
所　

イ
オ
ン
熊
本
中
央
店

（
熊
本
市
中
央
区
大
江
）

○
申
込
締
め
切
り
日　

10
月
29
日（
月
）

《
保
育
補
助
》

○
講
習
期
間　

　

11
月
20
日
（
火
）
〜
22
日
（
木
）

○
定
員　

15
人

○
実
施
場
所　

ニ
チ
イ
学
館
八
代
松
江

教
室
（
八
代
市
松
江
町
）

○
申
込
締
め
切
り
日　

11
月
９
日（
金
）

　
　

熊
本
県
シ
ル
バ
ー
人
材

　
　

セ
ン
タ
ー
連
合
会

☎
３
１
２－

３
３
１
０

障
が
い
の
あ
る
方

職
業
訓
練
生

《
パ
ソ
コ
ン
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
科
》

○
受
講
対
象　

身
体
（
視
覚
・
聴
覚
・

上
肢
・
下
肢
・
内
部
）、
知
的
、
精
神
、

発
達
、
難
病
、
高
次
脳
機
能

○
定
員　

10
人

○ 

内
容　

実
務
と
し
て
の
パ
ソ
コ
ン
操

作
が
で
き
る
知
識
と
技
術
を
習
得
し

ま
す
。

○
募
集
期
間　

〜
11
月
30
日
（
金
）

○
訓
練
期
間　

平
成
31
年
1
月
８
日

（
火
）
〜
３
月
19
日
（
火
）

※
訓
練
は
火
曜
、
木
曜
の
午
後
６
時
よ

り
２
時
間
程
度

○
経
費　

テ
キ
ス
ト
代

　

５
８
３
２
円
（
税
込
）
程
度

○
訓
練
場
所　

　

有
限
会
社
シ
ス
テ
ム
ラ
ン
ド

　

熊
本
市
中
央
区
紺
屋
今
町
１－

５

　

熊
本
辛
島
公
園
ビ
ル

　
　

熊
本
県
立
高
等
技
術
専
門
校

☎
２
９
７－

９
９
１
５

　
　

詳
し
く
は
学
校
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

話
し
て
み
ま
せ
ん
か

「
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」

全
国
一
斉
強
化
週
間

○
実
施
期
間

　

11
月
12
日
（
月
）
〜
18
日
（
日
）

○
受
付
時
間

　

11
月
12
日
（
月
）
〜
16
日
（
金
）

　
　

８
時
半
〜
19
時

　

11
月
17
日
（
土
）
〜
18
日
（
日
）

　
　

10
時
〜
17
時

↑

【
17
面
か
ら
続
く
】

休日当番医

10月14日（日）たかぞえ内科・循環器内科クリニック（御船町）

　　　　　　　　　　　　　☎２８２－００７０

10月21日（日）のぐち皮ふ科（嘉島町）

　　　　　　　　　　　　　☎２３７－４１１２

10月28日（日）榊田泌尿器科外科医院（御船町）

　　　　　　　　　　　　　☎２８２－６３６３

11月３日（土・祝）藤岡医院（御船町）

　　　　　　　　　　　　　☎２８２－０４０５

11月４日（日）古閑整形外科胃腸科医院（御船町）

　　　　　　　　　　　　　☎２８４－２０１０

11月11日（日）香田整形外科医院（嘉島町）

　　　　　　　　　　　　　☎２３７－２８１１
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【
マ
ル
チ
商
法
】

　

マ
ル
チ
商
法
は
、
会
員
が
新
規
会
員

を
誘
い
、
そ
の
新
規
会
員
が
さ
ら
に
別

の
会
員
を
勧
誘
す
る
連
鎖
に
よ
り
、
階

層
組
織
を
形
成
・
拡
大
す
る
販
売
形
態
。

正
式
名
称
は
連
鎖
販
売
取
引
で
、
表
向

き
合
法
で
あ
る
マ
ル
チ
商
法
を
う
た
う

組
織
で
も
、
違
法
と
な
る
ね
ず
み
講
と

判
断
さ
れ
た
事
例
も
多
く
見
ら
れ
ま
す
。

「
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
ビ
ジ
ネ
ス
（
マ
ル
チ

商
法
）
だ
か
ら
、
違
法
な
ね
ず
み
講

と
は
違
う
」
と
言
っ
て
勧
誘
し
な
が
ら
、

組
織
形
態
に
よ
っ
て
は
、
実
質
的
に
は

ね
ず
み
講
で
違
反
と
さ
れ
た
判
例
も
あ

る
の
で
注
意
が
必
要
で
す
。

【
ね
ず
み
講
】

　

ね
ず
み
算
式
に
加
入
者
を
集
め
、
金

銭
の
授
受
を
行
う
経
済
行
為
で
、
金
銭

を
支
払
っ
て
加
入
し
た
人
が
、
他
に
２

人
以
上
の
加
入
者
を
紹
介
・
あ
っ
せ
ん

し
、
そ
の
結
果
、
出
費
し
た
額
を
超
え

る
金
銭
を
後
で
受
け
取
る
こ
と
を
一
般

的
に
ね
ず
み
講
と
い
い
ま
す
。
無
限
連

鎖
講
と
も
呼
ば
れ
、「
無
限
連
鎖
講
の

防
止
に
関
す
る
法
律
」
に
よ
り
規
制
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
は
加
入
者
が
無
限
に
増
加
し

な
い
限
り
す
べ
て
の
者
が
利
益
を
得
る

こ
と
は
な
く
、
現
実
に
は
、
運
営
者
と

そ
の
直
近
者
だ
け
が
も
う
か
る
だ
け
で
、

最
終
的
に
は
必
ず
行
き
詰
ま
っ
て
終
わ

り
ま
す
。

【
こ
ん
な
手
口
に
は
注
意
！
】

①
い
き
な
り
食
事
や
ビ
ジ
ネ
ス
に
誘
っ

て
く
る
。
唐
突
に
２
人
き
り
で
会
お
う

と
す
る
。

②
誰
で
も
簡
単
に
も
う
け
ら
れ
る
と

言
っ
て
く
る
。

③
不
満
を
聞
き
だ
し
、
金
銭
面
や
将
来

の
不
安
を
あ
お
っ
て
く
る
。

④
高
収
入
事
例
や
成
功
事
例
を
話
し
、

夢
や
希
望
を
持
た
せ
る
。

⑤
○
○
さ
ん
に
会
わ
せ
た
い
人
（
師
匠

や
成
功
者
な
る
人
物
）
が
い
る
と
言
っ

て
く
る
。

⑥
セ
ミ
ナ
ー
や
ホ
ー
ム
パ
ー
テ
ィ
ー
に

誘
っ
て
く
る
。

⑦
勧
誘
目
的
と
告
げ
ず
、
金
銭
的
な
リ

ス
ク
に
触
れ
な
い
。

【
マ
ル
チ
商
法
・
ね
ず
み
講
の
実
情
】

・
簡
単
に
は
も
う
け
ら
れ
な
い

・
高
額
な
出
費
が
必
要
と
な
る

・
勧
誘
の
仕
方
で
は
友
達
を
な
く
す

・
後
か
ら
被
害
に
気
付
い
て
も
お
金
は

ほ
ぼ
返
っ
て
こ
な
い

　

マ
ル
チ
商
法
な
ど
は
、
勧
誘
段
階
か

ら
十
分
注
意
し
て
、
き
っ
ぱ
り
と
断
り

ま
し
ょ
う
。

《
マ
ル
チ
商
法
・
ね
ず
み
講
に
よ
る
損
害
》

見
守
り
新
鮮

情
報
10
月
号

締
め
切
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、

ご
了
承
く
だ
さ
い
。

○
会
場　

嘉
島
町
役
場
２
階
小
会
議
室

○
時
間　

13
時
半
〜
15
時
半

　
　
　
　
　
　
　
（
１
人
30
分
以
内
）

　
　

嘉
島
町
社
会
福
祉
協
議
会

☎
２
３
７－

２
９
８
１

あ
な
た
を
守
る
！
消
費
生
活
相
談

　

上
益
城
広
域
連
携
消
費
生
活
相
談
室

は
月
曜
か
ら
金
曜
ま
で
、
県
消
費
生
活

セ
ン
タ
ー
と
同
様
に
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
な
ど
の
契
約
問
題
、

商
品
・
サ
ー
ビ
ス
購
入
問
題
、
悪
質
商

法
な
ど
、
消
費
生
活
ト
ラ
ブ
ル
の
解
決

に
向
け
て
、
消
費
生
活
相
談
員
が
無
料

相
談
を
受
け
て
い
ま
す
。

　
「
こ
ん
な
こ
と
で
も
相
談
し
て
い
い

の
か
し
ら
」
と
い
う
よ
う
な
内
容
で
も

構
い
ま
せ
ん
。
全
て
の
町
で
相
談
で
き

ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
お
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

月　

益
城
町　

☎
２
８
６－
３
２
１
０

火　

御
船
町　

☎
２
８
２－

１
２
２
６

水　

嘉
島
町　

☎
２
３
７－

１
１
１
２

木　

甲
佐
町　

☎
２
３
４－

３
２
２
３

金　

山
都
町

　
　

☎
０
９
６
７－

７
２－

３
１
３
３

　
　

役
場
総
務
課
総
務
係

☎
２
３
７－

１
１
１
２

○
相
談
方
法　

電
話
相
談

　
「
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」

　

専
用
電
話
番
号

　

０
５
７
０－
０
７
０－

８
１
０

○
相
談
担
当
者

　

人
権
擁
護
委
員
、
法
務
局
職
員

○
相
談
内
容　

夫
・
パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら

の
暴
力
（
Ｄ
Ｖ
）、
職
場
な
ど
に
お
け

る
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
は

じ
め
女
性
を
め
ぐ
る
さ
ま
ざ
ま
な
人
権

問
題

　

※
相
談
内
容
に
つ
い
て
の
秘
密
は
厳

守
し
ま
す
。

　

な
お
、
熊
本
地
方
法
務
局
は
開
庁
日

の
８
時
半
か
ら
17
時
15
分
ま
で
常
時
、

同
じ
専
用
電
話
番
号
で
相
談
に
応
じ
て

い
ま
す
。

　
　

熊
本
地
方
法
務
局
人
権
擁
護
課

☎
３
６
４－

２
１
４
５

心
配
ご
と
相
談

　

ど
ん
な
小
さ
な
こ
と
で
も
結
構
で
す
。

秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
の
で
、
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

相
談
は
無
料
で
す
。

○
次
の
相
談
日
お
よ
び
相
談
員

　

10
月
24
日
（
水
）　

弁
護
士

　

11
月
28
日
（
水
）　

弁
護
士

※
相
談
を
ご
希
望
の
方
は
、
必
ず
電
話

で
予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

定
員
（
原
則
４
人
）
に
な
り
次
第
、

↑

◇ 

お
断
り　

問
い
合
わ
せ

先
は
各
項
の
末
尾
で
す
。
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☎ 

2
3
7

－

0
0
4
4

　

刑
法
犯
〜
自
転
車
を
盗
ま
れ
る
被

害
が
継
続
し
て
発
生
し
て
い
ま
す
。

買
い
物
や
お
出
掛
け
の
時
な
ど
少
し

で
も
自
転
車
か
ら
離
れ
る
際
は
、
必

ず
自
転
車
に
施
錠
を
し
ま
し
ょ
う
。

　

交
通
事
故
〜
町
内
は
減
少
し
て
い

ま
す
が
、
前
年
に
近
い
水
準
で
推
移

し
て
い
ま
す
。
運
転
者
も
歩
行
者
も

交
通
ル
ー
ル
を
順
守
し
、
事
故
防
止

に
努
め
て
く
だ
さ
い
。

○交通事故・刑法犯の発生状況　　　　　　（件数）８月末現在
交通事故 刑 法 犯

け
が
（有）

け
が

（無）

空
き
巣

自
販
機

狙
い

万　

引

車
上
狙
い

乗り物盗
オート
バイ盗

自転
車盗

嘉
島
町

H30.8 7 70 0 0 2 0 1 2

H30 累計 45 465 0 0 24 3 1 10

前年比 -4 -49 ± 0 ± 0 ± 0 -5 ± 0 +2

御
船
署
管
内

（
御
船
・
益
城
・

嘉
島
・
甲
佐
）

H30.8 17 189 2 0 2 2 2 5

H30 累計 130 1478 10 1 30 18 3 19

前年比 -31 -98 +2 +1 -8 +4 ± 0 ± 0

〔発行者〕御船地区防犯協会連合会・御船警察署（☎ 282-1110　内線 261 ～ 264）

㈭ ㈯

　「みんなでつくろう安心の街」をスローガンに全国
一斉の地域安全運動が実施されます。
　この運動は、地域住民、行政、各種団体、警察が
連携して、犯罪のない安全で安心して暮らすことの
できる街をつくろうという運動です。

★ 　見通しの悪い場所や夜暗い場所など、地域の危険な場所を確認しま
しょう
★ 　もしもの時に備えて、ランドセルやカバンなど、相手から見えやす
く手が届く場所に防犯ブザーをつけましょう
★ 　不審な電話やメールは、いったん冷静になり、まず家族や警察に相
談しましょう
★　家族で「合言葉」などの約束事を事前に決めておきましょう
★　在宅時でも留守番電話機能などを有効に利用しましょう
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今
回
の

ワ
ー
ク

キ
ャ
ン
プ

で
は
、
た

く
さ
ん
の

こ
と
を
見

て
体
で
感

じ
て
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

ま
ず
最
初
に
び
っ
く
り
し
た
の

が
、
康
寿
苑
に
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た

高
齢
者
の
み
な
さ
ん
の
明
る
さ
、

元
気
さ
で
す
。
み
な
さ
ん
が
笑
顔

で
優
し
く
私
た
ち
に
話
し
か
け
て

　

悠
優
か

し
ま
で
は
、

お
年
寄
り

の
方
が
楽

し
い
毎
日

を
す
ご
し

て
い
る
こ

と
が
分
か
り
ま
し
た
。

　

車
い
す
体
験
で
は
、
５
年
生
の

こ
ろ
に
お
そ
わ
っ
た
や
り
方
を
生

か
し
て
、
う
ま
く
で
き
ま
し
た
。

リ
フ
ト
の
体
験
で
は
車
に
乗
る
時

に
車
い
す
で
乗
る
人
の
気
も
ち
を

く
だ
さ
い
ま
し
た
。
私
た
ち
の
ほ

う
が
元
気
を
も
ら
い
ま
し
た
。
さ

ら
に
高
齢
者
の
方
は
元
気
よ
く
、

楽
し
そ
う
に
体
操
を
し
て
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
し
た
。
口
内
の
体
操
や
、

手
足
の
体
操
な
ど
を
毎
食
前
、
毎

日
続
け
ら
れ
て
い
る
と
聞
い
た
と

き
に
は
本
当
に
す
ご
い
な
と
思
い

ま
し
た
。

　

そ
し
て
一
緒
に
ゲ
ー
ム
も
し
ま

し
た
。
高
齢
者
の
方
は
と
て
も
負

け
ず
嫌
い
で
、「
次
は
勝
ち
た
い
」

と
言
っ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。
そ
ん

体
験
し
、
ま
た
車
い
す
が
動
か
な

い
よ
う
に
し
っ
か
り
固
定
し
、
や

り
方
も
お
そ
わ
り
ま
し
た
。

　

ト
ロ
ミ
を
作
っ
た
飲
み
物
は
お

年
寄
り
の
方
が
飲
み
や
す
い
よ
う

に
ジ
ュ
ー
ス
に
ト
ロ
ミ
の
粉
を
入

れ
、
ト
ロ
ト
ロ
に
な
っ
た
ら
、
飲

め
ま
し
た
。

　

昼
食
の
前
に
は
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

に
い
る
お
年
寄
り
の
方
と
ゲ
ー
ム

を
し
ま
し
た
。
私
の
班
は
ヤ
ギ

チ
ー
ム
で
し
た
。
最
初
は
し
り
も

じ
、
次
は
だ
れ
が
最
初
に
風
船
を

な
方
々
と
し
た
ゲ
ー
ム
は
私
た
ち

自
身
も
と
て
も
楽
し
む
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　

私
は
今
ま
で
老
人
ホ
ー
ム
の
方

は
静
か
な
方
が
多
い
の
か
な
あ
と

頭
の
中
で
思
っ
て
い
た
け
ど
、
全

然
そ
ん
な
こ
と
は
な
く
て
、
む
し

ろ
と
て
も
明
る
い
方
ば
か
り
で
し

た
。
そ
の
姿
に
と
て
も
元
気
づ
け

ら
れ
ま
し
た
。

　

今
日
は
と
て
も
貴
重
な
体
験
、

と
て
も
楽
し
か
っ
た
で
す
。

わ
れ
る
か
と
い
う
競
争
を
し
ま
し

た
。
み
ん
な
と
協
力
し
て
楽
し
く

で
き
た
の
で
よ
か
っ
た
で
す
。

　

昼
食
で
は
水
辺
と
い
う
名
前
の

所
に
い
っ
て
お
年
寄
り
の
方
と
昼

食
を
食
べ
ま
し
た
。
と
て
も
「
礼

ぎ
正
し
い
ね
」
と
言
っ
て
く
れ
た

の
で
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。

　

悠
優
か
し
ま
は
、
み
ん
な
を
笑

顔
に
し
て
く
れ
る
所
だ
と
思
い
ま

し
た
。
ま
た
き
か
い
が
あ
っ
た
ら
、

ぜ
ひ
い
き
た
い
で
す
。

　

今
夏
も
嘉
島
町
内
の
小
中
学
生
が
特
別
養

護
老
人
ホ
ー
ム
「
康
寿
苑
」「
悠
優
か
し
ま
」

で
町
社
会
福
祉
協
議
会
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
体

験
ワ
ー
ク
キ
ャ
ン
プ
」
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
。
参

加
し
た
子
ど
も
た
ち
が
寄
せ
て
く
れ
た
手
記

を
ご
紹
介
し
ま
す
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
挑
戦
！

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
挑
戦
！

嘉
島
町
社
協
ワ
ー
ク
キ
ャ
ン
プ

嘉
島
町
社
協
ワ
ー
ク
キ
ャ
ン
プ

亀
井
倫
奈
さ
ん

嘉
島
中
２
年

小
幡　

榛
さ
ん

嘉
島
西
小
６
年

　

　 今日、康寿苑
に行っていろ
いろなことを
勉強しました。

　 私が特に心に
のこったこと

は、おじいちゃんやおばあ
ちゃんと交流したことです。
校歌を歌った時はいっしょに
歌ってくださって、「明日に
むかって」を歌った時は拍手
をもらって、
　「いい歌だったね。上手
だったよ」
　と言って笑ってくださいま
した。また、最後にあくしゅ
をした時は、
　「また来てね」

　と言ってくださいました。
とてもやさしくて心が温かく
なりました。来てよかったな
と思いました。
  私が面白かったことは、車
いすリフト体験です。びっく
りしたことは、押す人はただ
押しているだけで、かんたん
だと思っていたけど、押して
いる人も、声をかけたり、だ
んさになっている所を押した
り、大変だなと思いました。
　私が初めて知ったことは二
つあります。
　一つ目は、利用者の方々が
それぞれちがう食事を食べら
れているということです。利
用者の方々、一人一人の健康
状態を見て、食事を作ってい
らっしゃることを初めて知り
ました。

　二つ目は、デイサービスの
ことです。今まで私はデイ
サービスが何か、どんなこと
をするのかなど、くわしく知
りませんでした。でも、康寿
苑に行って、デイサービスと
はお家にむかえに行ったり、
筋肉をつけるための体操をし
たり、他の方々といっしょに
お昼ごはんを食べたり、おふ
ろに入ったりできるサービス
だとわかりました。デイサー
ビスは、心と体のケアをやっ
ているそうです。また、話し
相手になるのも、大事なお仕
事だそうです。
　私は今日、たくさんの交流
や体験をしました。これから
も、康寿苑の方々やお年より
の方々と交流していきたいで
す。

橋本夏未さん
嘉島東小４年
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嘉島町民会館　ホール「アクア」催し案内

○催しの正式なスケジュールなど詳細は各主催者にご確認ください。
　「アクア」の予約状況は、嘉島町ホームページ（公共施設→嘉島町町民会館）でご覧になれます。

月 日 曜 イベント名 開演時間 入場料 主催者（問い合わせ先）

10 14 日 渡辺カラオケ発表会 午前9:20 ～ ‒ 渡辺　広子
☎ 282-3221

11 3 土 第 48回嘉島町文化祭 午前9:00 ～ 無料 嘉島町文化協会
☎ 237-0058

11 4 日 同上（展示のみ） 午前9:00 ～ 16:00 無料 同上

11 9 金 チャリティーコンサート in
嘉島 午後6:00 無料 秀岳館高等学校

☎ 0965-33-5134

11 11 日 フルートアンサンブル５th
コンサート 午後2:00 1,500円 フルートアンサンブル・ラ・フェリーチェ

☎ 090-9592-0364

各種大会等予定 ９月 19日現在
月 日 曜 大　会　名 場　所 開始時間 主　催　者

10

20 土 第21回九州女子サッカーリーグ1部 競技場 9：00～ 九州サッカー協会　21日も開催
20 土 第 47回熊本学生野球大会寺原杯 野球場 9：00～ 寺原自動車学校　28日も開催
21 日 第 3回ダンロップ杯野球大会 野球場 9：00～ ダンロップタイヤ九州
27 土 上益城郡学童陸上競技記録会 競技場 8：00～ 上益城郡小学校体育連盟
28 日 平成 30年度 KFA 第 53回熊本県サッカーリーグ 1部 競技場 9：00～ 熊本県サッカー協会

11

3 土 KFA 第 2回スカンビオカップフットサル大会 競技場 9：00～ 熊本県サッカー協会

4 日 2018年第 15回スペシャルオリンピックス
日本・熊本地区大会 競技場 9：00～ スペシャルオリンピックス日本・熊本

4 日 平成 30年度嘉島町町長旗軟式野球大会 野球場 9：00～ 嘉島町軟式野球協会

6 火 第 35回西日本大学軟式野球選手権大会 野球場 9：00～ 全日本大学軟式野球連盟
８日まで開催

10 土 第 47回熊本学生野球大会寺原杯 野球場 9：00～ 寺原自動車学校　17日も開催
11 日 ジョイフルスポーツかしま 2018 競技場 8：00～ 嘉島町教育委員会
17 土 高円宮杯 JFA U-13 サッカーリーグ 2018九州 競技場 9：00～ 九州サッカー協会
18 日 ニッセイ野球教室 野球場 9：00～ 日本生命保険相互会社熊本支社
18 日 平成 30年度 KFA 第 53回熊本県サッカーリーグ 1部 競技場 9：00～ 熊本県サッカー協会　25日も開催

23 金 第 2回未来へつなぐ職場対抗大運動会 競技場 9：00～ 未来へつなぐ職場対抗大運動会実行
委員会

24 土 第 17回全九州実年軟式野球大会 野球場 9：00～ 全日本軟式野球連盟九州連合会

25 日 第 41回読売・トウヤ杯親善軟式野球大会 野球場 9：00～ 読売・トウヤ杯親善軟式野球実行
委員会

○この予定表は、主催者の都合により変更される場合があります。　詳細はお問い合わせください。
○お問い合わせ先：教育委員会　☎ 237-0058
○予約状況は、嘉島町ホームページ（公共施設→公共施設紹介→嘉島町総合運動公園）でご覧になれます。
○施設概要：
　≪住所≫〒 861-3102　嘉島町大字下六嘉 1564番地　☎ 237-5555　≪利用時間≫９：00～ 22：00　
　≪駐車場≫あり　　≪アクセス≫イオンモール熊本から車で約５分 九州自動車道御船ＩＣから車で約５分
　≪施設≫◇テニスコート：砂入り人工芝テニスコート２面
　　　　　◇野球場：両翼 90ｍ、センター 113ｍ、内野グラウンド混合土、外野天然芝、ナイター照明６基、
　　　　　　　　　　軟式野球・ソフトボールの試合、練習に利用可 
　　　　　◇多目的競技場：人工芝広場　サッカーコート  105 ｍ× 68ｍ、陸上トラック　400ｍトラック６レーン 
　　　　　◇管理棟：会議室１室、多目的室１室、男女更衣室、男女トイレ

嘉島町総合運動公園
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藤野　恵実瑠さん
嘉島東小３年

森嶋　凛香さん
嘉島西小３年

　

わ
た
し
は
、
こ
の
本
が
好
き
で

す
。
さ
い
し
ょ
は
、
り
ょ
か
ん
の

「
か
め
の
へ
や
」
と
言
う
へ
や
に
、

ば
け
も
の
が
出
て
、
た
い
へ
ん
な

じ
け
ん
だ
と
思
っ
て
い
た
け
れ
ど
、

　

わ
た
し
は
、
お
し
り
た
ん
て
い

と
い
う
本
が
好
き
で
す
。

　

そ
の
理
ゆ
う
は
、
お
し
り
た

ん
て
い
が
、
は
ん
に
ん
の
前
で
、

「
ふ
ー
む
に
お
い
ま
す
ね
」
と
い

そ
れ
は
ウ
ソ
で
し
た
。

　

そ
し
て
ま
ち
が
え
て
、
ろ
う
や

に
つ
れ
て
い
か
れ
、
そ
こ
に
、
の

こ
さ
れ
た
そ
の
子
た
ち
は
じ
つ
は
、

「
ば
け
ば
け
げ
き
だ
ん
」
と
言
う

ど
き
ど
き
さ
せ
る
げ
き
だ
ん
で
し

た
。
そ
の
な
か
ま
た
ち
を
た
す
け

る
と
こ
ろ
が
お
も
し
ろ
く
て
好
き

で
す
。

う
と
こ
ろ
と
、
お
し
り
た
ん
て
い

が
お
な
ら
を
ふ
る
と
こ
ろ
で
す
。

お
な
ら
は
、
く
さ
す
ぎ
て
は
ん
に

ん
は
、
つ
か
ま
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

ぜ
ひ
、
読
ん
で
み
て
く
だ
さ
い
。

「
に
ん
じ
ゃ
ざ
む
ら
い

 

ガ
ム　

チ
ョ
コ　

バ
ナ
ナ

 

ば
け
も
の
り
ょ
か
ん
の
ま
き
」

「
お
し
り
た
ん
て
い
」

原
ゆ
た
か
、
原
京
子
＝
作

Ｋ
Ａ
Ｄ
Ｏ
Ｋ
Ａ
Ｗ
Ａトロル＝さく・え

ポプラ社

☆滝河原サロンで「ボッチャ」☆滝河原サロンで「ボッチャ」☆☆
2323
日
か
ら
ブ
ッ
ク
リ
ユ
ー
ス
市

日
か
ら
ブ
ッ
ク
リ
ユ
ー
ス
市

　

み
ん
な
真
剣
そ
の
も
の
―
嘉
島
町
「
滝
河
原

サ
ロ
ン
き
ず
な
」
は
地
元
公
民
館
で
月
２
回
行

わ
れ
る
例
会
の
際
に
「
ボ
ッ
チ
ャ
」
を
楽
し
ん

で
い
ま
す
。

　

ボ
ッ
チ
ャ
と
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
生
ま
れ
た

ス
ポ
ー
ツ
で
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
正
式
種
目
。

ジ
ャ
ッ
ク
ボ
ー
ル
（
目
標
球
）
に
赤
、
青
の

ボ
ー
ル
を
投
げ
た
り
、
他
の
ボ
ー
ル
に
当
て
た

り
し
て
、
い
か
に
近
づ
け
る
か
を
競
い
ま
す
。

　

８
月
22
日
の
例
会
で
も
約
20
人
が
参
加
し
、

み
ん
な
真
剣
な
様
子
で
思
い
思
い
に
ボ
ー
ル
を

転
が
し
て
、
笑
顔
と
歓
声
に
あ
ふ
れ
て
い
ま
し

た
。

　

嘉
島
町
民
会
館
図
書
室
で
は
、
不
要
に
な
っ

た
図
書
類
を
、
町
民
お
よ
び
町
内
の
企
業
で
働

い
て
い
る
方
に
無
料
で
差
し
上
げ
ま
す
。
展
示

分
が
な
く
な
り
次
第
、
終
了
と
な
り
ま
す
。

日
時　

 

10
月
23
日
（
火
）
〜
11
月
11
日
（
日
）

９
〜
17
時　

※
休
館
日
を
除
く
。

会
場　

町
民
会
館
ロ
ビ
ー

欧州生まれのスポーツ競技「ボッチャ」
に取り組んだ滝河原サロンの皆さん

図書室から
☎ 237ｰ0058

開
館
日　

火
曜
〜
日
曜
、
祝
日
も
。

月
曜
が
休
館
日
で
す
が
、
月
曜
が
祝
日
の
時

は
翌
日
の
火
曜
が
休
館
日
と
な
り
ま
す
。

開
館
時
間　

９
時
〜
17
時

《
10
〜
11
月
の
休
館
日
》

　

10
月
15
、
22
、
29
日

　

11
月
5
、
12
、
19
、
26
日

※
休
館
日
も
町
民
会
館
の
ブ
ッ
ク
ポ
ス
ト
は

ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

おすすめ本

伴走者

 浅生鴨

Ank：a mirroring ape

 佐藤究

日本人の９割が知らない
「ことばの選び方」大全

 日本語研究会 [編 ]

くらべる値段

 おかべたかし・文　山出高士・写真

妻に捧げた 1778話

 眉村卓

卒業しよう！めんどくさがり

 監修・名越康文

ルルとララのハロウィン

 あんびるやすこ

サイモンは、ねこである。

 ガリア・バーンスタイン作
 なかがわちひろ訳

ぶんぶくちゃがま

 富安陽子・文　植垣歩子・絵

はらだちごんべ

 文 / 舟崎克彦　絵 /金沢佑光
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人権問題の正しい理解のために 〔その316〕

　拉致問題は人間の尊厳、人権および基本的自由に対する重大な侵害です。
　もしもあなたが、あなたの家族が、ある日突然連れ去られ、故郷から遠く離れた国で救出を待ち
続けているとしたら、あなたはどうしますか？
　拉致被害者は、今なお全ての自由を奪われ、30 年以上もの間、北朝鮮に捕らわれたままの状態で、
救出を待っています。そして、その救出のために活動されている家族が県内にもおられます。
　私たち一人ひとりが拉致被害者やその家族の思いを受け止め、この問題に関心を持ち、考え、行
動することが、全ての拉致被害者の一刻も早い帰国を実現させる大きな力になります。

　これまでに政府が認定している17人の拉致被害者の中に、本県出身の松木薫さんが含まれていま
す。
　県および県教育委員会では、県民が広く拉致問題について関心と認識を深めるため、北朝鮮人権
侵害問題啓発週間を中心に拉致問題を考える講演会をはじめ、ポスター・パネル展示など、さまざ
まな啓発事業を実施しています。
　また、拉致問題に含まれる、家族愛や生命の大切さ、人権尊重の意識や態度を培うことなど教
育的な課題を、拉致被害者家族の手記や映画などを通して、人権教育の中で適切に取り上げるなど、
児童生徒にお互いの人権を大切にする態度が育つように取り組みを進めています。さらに、この問題
の真相究明と早期全面解決を求め、｢政府への働きかけ｣ などに取り組んでいます。

拉致問題とは
　1970 年代から1980 年代にかけ、多くの日本人が不自然な形で行方不明となる事件が起きました。
日本の当局による捜査や亡命北朝鮮工作員の証言などにより、これらの事件の多くが北朝鮮による
拉致の疑いが濃いことが明らかになりました。
　2002年の日朝首脳会談において、北朝鮮側は長年否定していた日本人の拉致を初めて認め謝罪し
ました。北朝鮮当局による日本人の拉致は国家による犯罪行為であり、わが国の主権および国民の
生命と安全に関わる重大な問題です。
　2014 年の日朝政府間協議での合意を受けて、北朝鮮において特別調査委員会が発足し、全ての
日本人に関する包括的全体的な調査が開始されましたが、北朝鮮側からの調査報告はなく、迅速な
調査を求める状況が続いています。
　政府認定の日本人拉致被害者は17人のうち、５人とその家族の帰国は実現しましたが、残された
12人の拉致被害者に加え、拉致の疑いをぬぐえない多くの人（特定失踪者）が安否不明のままになっ
ています。
　一方で、この問題に対する無理解や誤解から、直接関係のない在日朝鮮人に対する嫌がらせなど
の２次的被害も生じています。

あなたなら、どうしますか？　拉致事件など北朝鮮の問題

さまざまな
　　　課題

　拉致問題の解決のために…

○どんな取り組みが行われていますか？＜熊本県の主な取り組み＞

○どんな課題がありますか？

※熊本県人権同和政策課　啓発資料より
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Hello, everyone! My name is Madeline Marie

McIlvride. I am 21 years old and from Toronto, 

Canada. The same place Lily-sensei was 

from. I am excited to live in Kashima. This 

is my first time being in Japan. Everyone in

Kashima is very kind towards me, making 

the move from Canada to Japan much easier.

Prior to arriving in Japan I was a student 

at the University of Toronto. I majored in 

Criminology-Sociolegal Studies and Classical 

Civilization. I minored in English. I will now 

work very hard to teach English in Kashima.

2018 celebrates 90 Years of Diplomatic

Friendship between Canada and Japan. I am 

happy to arrive in Japan during this year. 

Moving forward I hope we can all be friends.

To everyone I have met and everyone I 

have yet to meet, yoroshiku onegaishimas！

　皆さん、こんにちは！　私の名前はマデリ

ン・マリー・マキルブライドです。 私は 21

歳でカナダのトロント出身です。 リリー先

生と同じ出身地です。私は嘉島町に住むこと

に興奮しています。日本に来るのはこれが初

めてです。 嘉島町の皆さんは私にとても親

切で、カナダから日本への移住がスムーズに

いくようにしてくれました。

  来日する前、私はトロント大学の学生でし

た。私は犯罪社会学と古典文学を専攻しまし

た。 英語は副専攻でした。私は嘉島町で英

語を教えるために今、非常に努力しています。

　2018 年はカナダと日本の修好 90 周年とな

る記念の年です。私はそのような年に日本に

来られてとてもうれしいです。 私はすべて

の人々が友達になることができるよう願って

います。私が会ったすべての人と私がまだ

会っていないすべての人に、よろしくおねが

いします！

Madeline Marie McIlvride

Friendship
Between Japan and Canada!

カナダと日本の友好

外国語指導助手（ALT)

HELLOHELLO
KashimaKashima

８
月
の
来
日
直
後
に
開
か
れ
た
Ａ
Ｌ
Ｔ
の
仲
間

た
ち
と
一
緒
に
。
前
列
右
か
ら
２
人
目
が
マ
デ

リ
ン
先
生
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德永　洋子
（滝河原）

𠮷富　雪子さん（北甘木）仲野　心晴さん（嘉島東小　1年）

姑
は
し
ず
か
に
す
っ
と
旅
立
て
り
門
の
桜
の
葉
の
落
ち
る
日
に 

大
塚
シ
ズ
子

姑
の
漬
け
た
高
菜
を
口
に
せ
し
手
術
前
日
の
舅
の
笑
顔 

川
原　

涼
子

暑
く
っ
て
何
も
出
来
ん
と
も
う
笑
い
話
し
上
手
の
友
が
き
ま
せ
り 

北
澤
喜
美
子 

夏
越
え
て
茶
色
に
な
っ
た
ロ
ー
ズ
マ
リ
ー
は
さ
み
入
れ
れ
ば
香
り
が
立
て
り 

工
藤　

明
子

心
頭
を
滅
却
す
れ
ば
と
朝
よ
り
熱
き
茶
飲
め
ど
涼
し
く
な
ら
ず 

栗
﨑　

房
子

若
き
日
の
フ
ォ
ー
ク
ソ
ン
グ
口
ず
さ
み
白
髪
も
し
わ
も
忘
れ
て
い
ま
す 

栗
﨑　

廉
子

炎
天
は
蜂
も
蛙
も
暑
か
ら
む
撒
か
る
る
水
の
し
ぶ
き
に
寄
り
来 

境　
　

益
代

木
や
草
に
埋
も
る
る
や
う
な
里
に
住
み
何
ひ
と
つ
詠
め
ぬ
か
な
し
さ 

津
出
ト
ヨ
子

居
酒
屋
の
暖
簾
く
ぐ
れ
ば
「
あ
ら
ア
」「
お
う
」
幼
馴
染
み
と
朝
ま
で
飲
め
り 

冨
永　

照
代

ひ
さ
か
た
の
雨
に
背
伸
び
の
草
花
に
今
朝
は
に
ぎ
や
か
虫
の
コ
ー
ラ
ス 

西
岡　

幸
止

幼
さ
の
残
る
黄
み
ど
り
色
し
て
鎌
ふ
り
上
ぐ
る
か
ま
き
り
の
子
が 

橋
本
ユ
キ
子

こ
の
頃
の
少
し
ば
か
り
の
運
の
よ
さ
生
ま
れ
て
初
め
て
宝
く
じ
買
う 

本
住　

晴
美

南は
え
ん
か
ぜ風

吹
け
ば
昼
め
し
そ
こ
そ
こ
に
野
良
へ
戻
り
て
行
き
し
父ち

ち

母は
は 

山
下
せ
い
子

※
作
品
の
掲
載
は
五
十
音
順
で
す
。

かかししままのの文化文化

「
ウ
ラ
シ
マ
ソ
ウ
」
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９月の
　　 町長の動き

荒木町長談

２日 ・熊本県消防操法大会
３日 ・課長会議、庁内常会　・町議会定例会
 ・嘉島町子ども子育て会議
４日 ・第３回熊本中央一般廃棄物処理施設整備促進
 　協議会
 ・益城クリーンセンター管理者会議、議会
５日 ・サントリー来庁応対　・町議会定例会
 ・上京（～7日まで）
 ・地方公共団体金融機構記念シンポジウム
６日 ・町村の振興を考える会　・全国町村会正副会長会
 ・全国自治協会理事会　・全国町村会理事会
７日 ・町議会定例会　・熊日金婚夫婦表彰来庁応対
 ・嘉島町金婚式、結婚50周年表彰式
 ・熊本銀行来庁応対

10日 ・課長会議　・宇城地域振興局来庁応対
 ・熊本県土地改良事業団体連合会来庁応対
11日 ・百歳表彰状授与　・国民年金基金来庁応対
 ・健康ネットワーク交流会
12日 ・嘉島町敬老会
 ・九州後期高齢者医療広域連合地域ブロック協議会
 ・運動公園拡張事業地権者説明会
13日 ・株式会社木村「創業65周年記念祝賀会」
 ・嘱託員会議
14日 ・九州電力東配電事業所長来庁応対　
 ・イオンモール熊本「熊本を元気にキャンペーン」
 　贈呈式
18日 ・課長会議　・熊本県共同募金会来庁応対　
19日 ・国民年金基金理事会、代議員会　
20日 ・福島県小野町議会厚生産業常任委員会行政調査
 　応対
21日 ・北海道地震に伴う訪問（安平町、厚真町、
 　むかわ町）
25日 ・秋の交通安全運動町内巡視　・課長会議
26日 ・四国4県町村長・議長大会
27日 ・熊本県町村会来庁応対
 ・緑川ダム出張所長来庁応対
28日 ・サントリー来庁応対　
30日 ・吉丸良治氏の「熊日賞」を祝う会

　

こ
の
た
び
、
次
の
方
々
よ
り
嘉

島
町
社
会
福
祉
協
議
会
に
「
地
域

福
祉
の
た
め
に
役
立
て
て
く
だ
さ

い
」
と
香
典
返
し
に
代
え
て
、
多

額
の
ご
寄
付
を
頂
き
ま
し
た
。

　

ご
芳
志
に
沿
っ
て
活
用
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。
誠
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

𠮷
本　

純
子　

様
（
西
村
）

　
　
　

亡　

泉　

様　

　

大
塚　

シ
ズ
子　

様（
北
甘
木
）

　
　
　

亡　

サ
ダ
メ　

様

　

髙
木　

充
志　

様
（
井
寺
）

　
　
　

亡　

ア
ヤ
子　

様

　

宮
﨑　

義
久　

様
（
井
寺
）

　
　
　

亡　

文
子　

様

　

山
下　

ト
シ
子
様
（
下
六
嘉
）

　
　
　

亡　

勝
一　

様

　

岡　
　

一
幸　

様
（
鯰
）

　
　
　

亡　

幸
信　

様

　

宮
本　

ま
ゆ
み　

様（
下
六
嘉
）

　
　
　

亡　

渡
邉　

セ
ツ
エ　

様

　
　
　
　
　
　

9
月
14
日
現
在

　

震
災
相
談
窓
口

　

震
災
に
伴
う
各
種
相
談
に
応
じ

る
総
合
窓
口
を
町
役
場
１
階
の
小

会
議
室
に
設
け
て
い
ま
す
。

町
敬
老
会
の
会
場
が
ど
よ
め
き
に
包
ま
れ
ま

し
た
。
今
回
ご
案
内
し
た
70
歳
以
上
の
皆
さ
ん
が

「
町
民
の
５
人
に
１
人
」
と
い
う
割
合
に
ぐ
っ
と

近
づ
き
、
百
歳
の
巡
回
表
彰
で
お
訪
ね
し
た
方
々

が
今
年
11
人
に
上
っ
た
こ
と
を
報
告
し
た
時
の
こ

と
で
す
。

ど
よ
め
き
の
余
韻
に
浸
っ
て
思
い
至
っ
た
の
は
、

ご
列
席
の
皆
さ
ん
、
先
達
の
方
々
が
そ
れ
ぞ
れ

町
の
た
め
、
家
族
の
た
め
に
尽
く
さ
れ
た
努
力
で

し
た
。
そ
れ
こ
そ
今
日
、
人
口
が
増
え
、
企
業
進

出
も
相
次
ぐ
嘉
島
の
町
づ
く
り
を
支
え
る
礎
で
す
。

よ
り
一
層
「
住
ん
で
良
か
っ
た
町
」、そ
し
て
「
誇

り
が
持
て
る
嘉
島
」
と
思
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う

に
町
は
震
災
復
興
、
地
域
振
興
を
加
速
し
て
ま
い

り
ま
す
。

ご
一
緒
し
た
百
歳
を
迎
え
る
ご
長
寿
さ
ん
の
お

ひ
と
か
た
か
ら
言
付
か
っ
た
町
民
の
皆
さ
ん
へ
の

エ
ー
ル
で
す
。「
ト
シ
（
年
齢
）
を
ど
う
こ
う
言

う
の
は
80
代
も
半
ば
か
ら
で
十
分
。
ま
だ
ま
だ
気

張
っ
て
！
」 

（
10
月
１
日
）

70 歳以上の皆さんをご案内した町敬老会で
祝辞を述べる荒木町長

今年は 20組の町内のご夫婦がめでたく金婚
式を迎えられた

意

輪
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嘉島町の人口動態
平成30年９ 月30日現在

（前月比）

人   口 9,390 人　

　男　　 4,579 人　

　女　　 4,811 人

世帯数　 3,559 世帯　（＋ 8）

　

平
成
最
後
の
夏
が
終
わ
り
、
ず
い

ぶ
ん
秋
の
風
を
感
じ
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
わ
が
家
の
食
卓
に
は
、
少

し
涼
し
く
な
る
と
す
ぐ
に
お
で
ん
が

登
場
し
ま
す
。
大
根
な
ど
の
定
番
の

具
材
に
加
え
、
リ
ク
エ
ス
ト
に
よ
り

ジ
ャ
ガ
イ
モ
、
タ
コ
、
ト
マ
ト
な
ど
。

　

皆
さ
ん
は
ど
ん
な
秋
を
満
喫
さ
れ

ま
す
か
。　
　
　
　
　
　
　
　
（
宮
）

　（＋10）

　（＋ 1）

　（＋11）

　

嘉
島
町
井
寺
の
浮
島
熊

野
坐
神
社
の
例
大
祭
が
９

月
15
日
、行
わ
れ
ま
し
た
。

　

地
区
役
員
や
氏
子
ら
が

そ
ろ
っ
て
五
穀
豊
穣
（
ほ

う
じ
ょ
う
）
な
ど
に
感
謝

す
る
神
事
が
執
り
行
わ

れ
、
地
元
女
性
ら
を
中
心

に
し
た
「
雅
奏
会
」
が
雅

楽
の
演
奏
を
奉
納
。
横
笛

「
竜
笛
」と
縦
笛「
篳
篥（
ひ

ち
り
き
）」
の
独
特
の
調

べ
が
拝
殿
か
ら
境
内
い
っ

ぱ
い
に
響
き
渡
っ
て
い
ま

し
た
。

境内に響く雅楽の調べ

☎
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坂
本
　
陵
晟（
り
ょ
う
せ
い
）
く
ん

平
成
30
年
５
月
22
日
生

お姉さんからもらった猫ちゃんエプロンで、
離乳食たくさん食べようね

松岡　咲良（さら）ちゃん
平成30年３月29日生

「国　花」
冨永　博子さん（北甘木）

ご両親：松岡　良治さん、恵里さん（上島）
元気に大きくなってね♪

ご両親：坂本　和隆さん、三容子さん（鯰）

今
月
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン絵

手
紙


